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V。 今後の課題

要 旨  青鋼器時代から金属、ガラス製品や製品をつくるための鉾籠が、墳墓や住居IIか ら時おり出

土する。ただこれまで、古代の貴金属製品を生産するための工房はほとんど確認されていなかった。そ

のため古代の生産と関連した研究は遺物を中心になされ、生産施設の構造的形態、および運営原理に対

する研究はほとんどなされなかった。しかし韓国では、益山王宮里遺跡、扶餘官北里百済遺跡と陵山里

寺址をはじめとする百済涸洸期の寺址や建物址から正房址が発見され、金・銅・ガラスのltt蝸 をはじめと

する各種工房遺物の出土事例が絶え間なく増加している。また日本では、7～ 8世紀の古代総合工房遺

跡である飛鳥池遺跡をはじめとして、多様な工房関連施設、および遺物が継続して発見されている。こ

のような調査成果を通じ、古代金属製品の生産を巡る多様な文化様相に対する理解が少しずつ可能とな

ってきた。古代の技術文化は周辺地域との文化交流を通じて、さらに発展していく。したがって、古代

における金属・ガラス製品の生産・流通と関連した資料の限界を克服するためには、既に調査された資

料に対する徹底した分析 。研究と、新たな資料に対する不断の調査のみならず、古代東アジアのなかで

の金属・ガラス製品の生産と文化交流という大きな枠の中で理解する概念体系と調査研究が必要である。

同時に金属・ガラス製品の考古 ,自 然科学的総合研究を通じた資料に対する徹底 した調査とともに、金

属・ガラス製品に対する復元実験を通じて得られた結果を、比較分析する作業も並行せねばならないだ

ろう。
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はじめに

人類は、古代から身体を装い他人に誇示するために、金、銅、ガラスなど金属やガラス

製の工芸品を製作・使用してきた。初期の金属工芸品は、有力者の墳墓副葬品であった。仏

教が入 り、金属工芸品は仏像、光背などの仏教美術品を彫刻したり装飾するために用いら

れた。

青銅器時代から金属、ガラス製品や製品を生産するための鉾絶は、墳墓や住居l■ から時

おり出土する。しかし、貴金属を生産するための施設である工房は、ほとんど確認されて

いない。そのため古代の生産と関連 した研究は、遺物を中心になされ、生産施設の構造的

形態や運営原理に対する研究はほとんどなされなかった。

韓国では、益山王宮里遺跡、扶餘官北里百済遺跡と陵山里寺址をはじめとする百済酒洸

期の寺址や建物址から工房地が発見されたり、金・銅・ガラスの対蝸をはじめとする各種工

房遺物の出土事例が絶え間なく増加している。そして日本では、7～ 8世紀の古代総合工房

遺跡である飛鳥池遺跡をはじめとして多様な工房関連施設、及び遺物が継続して発見 され

ている。特に飛鳥池遺跡からは多様な金属・ガラス製品を製作した工房とともに、一般庶民

用ではない寺院内部、仏像の装飾、あるいは宮殿で使用された一級品が大量に確認された。

このような調査成果を通じて、古代金属製品の生産を巡る多様な文化様相に対する理解が、

少しずつ可能となってきた。

本稿では、現在までの金属。ガラス製品の生産と関連した考古学的資料を中心に、古代韓

日の金属・ガラス製品の生産と流通を究明するための基礎作業として、研究現況と今後の

課題について検討したい。なお本稿では、生産施設から出土した遺物の中でも、作業工程

と関連した靖鍋や鋳型に特に注目したい。

Ⅱ。調査お よび研究の現況

1.金製品製作関連工房

人類が最初に使用した金属は銅で、以後、金・銀をはじめとする多様な金属を使用するよ

うになった。金・銀・銅などの貴金属は変化 しにくく、独特な色彩と光沢を帯び、その珍

貴さゆえに古代から装身具、装飾品、工芸品の製作原料として脚光を浴びてきた。

最近、益山王宮里遺跡、扶餘官北里百済遺跡から金対鍋など金生産関連遺物が出土 し、

金製品の生産過程に対する理解がある程度可能となった。

1)韓 国

(1)益山王宮里遣跡

益山王宮里遺跡 (史蹟第408号)は、百済武王代 (A D 600～ 641)に 造成された宮城遺跡で、
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南北約490m、 東西約240mに いたる百済時代の長方形城壁、築台 (堤 )、 庭園、瓦積基壇建

物址、工房l■ などの宮城関連遺構 と、王宮里五重石塔周辺から金堂l■ 、講堂址 などの統一

新羅時代の寺院関連遺構が確認され、「王宮寺」・「大官官寺」銘銘文瓦、「首府」銘印章瓦、

蓮華文軒丸瓦、金製暖略、ガラス玉、後処理用の木製棒、各種土器、および中国製青磁片

など総3000余点の主要遺物が出土 した。

西北辺地域をはじめとして三つの地点から工房関連施設が確認され、その内部からは各

種ガラス・金属製作用の靖蝸、ガラス・金属製品片、鉱岸、砥石、壁体片、石材 などが大量

に出土 した。ガラス製品、金製品、銅・青銅製品を生産 し、宮廷に供給するための大規模な

百済工房が存在したものと推定される。

(2)扶餘官北里百済遺跡の工房

金銅光背が出土 した扶餘官北里百済遺跡のナ地区から工房l■ が確認された。 ここか らは

金オ禍、「官」銘土製品、深鉢形土製対渦、ガラスlr蝸、鉱淳などの工房関連遺物が出土 し

た。ナー2ピ ット南東辺 とナー1ピ ット北東辺には、小形炉施設 9基 と工房関連遺物廃棄用

の竪穴 2基がある。被熟 した土坑は直径30～ 60cm、 長さ10～ 15cm程度の円形で壁体の厚さ

は3～ 5cmである。この地域か らは、官北里百済遺跡の他の地点からは出土 していない深

鉢形土器、三足土器、高杯、蓋杯などが出土 した。逆円錐形で底部が尖った金対蝸、石を

丸 く彫ってつ くった金対蝸が出上 していて、金の熔解 と関連 した作業がなされたものと推

定される。身と蓋に「官」という文字が書かれている底部が平たくて広い土管形土製品が発

見されており、この外面に金粒が付着 していた。

(3)扶餘双北里遺跡の工房

Ⅱ地点の9号建物l■から頭部が失われた金銅菩薩立像が出土 していて、7。 11号建物llLか

らガラス・銅対蝸が出土 した。このような遺物の出土地点周辺から工房 と推定 される建物址

が発見された。ガラス対蝸の形態は底部が九底のものと尖底のものに区分 され、注目が備

わった金属lH蝸 も発見された。特に砲弾形のガラス靖蝸の内部には、ガラス沈殿物が付着

していた。共伴遺物からみて、遺跡はおおむね6世紀から7世紀前半代 と考えられる。

(4)扶餘宮南池

扶餘宮南池 (史蹟第135号)は、百済武王代 (A D 600～ 641)に造成された苑池 と推定される。

1990年 から度重なる発掘調査がおこなわれている。現宮南池周辺に対する調査の結果、宮

南池北辺からは道路 と水路遺構が、南辺からは井戸址が、宮南池内部からは木造貯水槽な

どが発掘された。百済時代の車履、木簡など百済時代の生活遺跡 と関連 した遺構 と遺物が

多数確認された。工房 と関連 した遺物 としては対蝸片、金糸が少量出土 した。特に金糸は

薄い金線を捩ってつ くっている。
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2)日 本

(1)飛鳥池遺跡

飛鳥池遺跡は、緩やかに傾斜する地形の谷を中心に東西に区分され、東側は鉄、西側は

金・銀・ガラス、東・西側交差地点は銅を製作する工房関連施設が分布 している。部分的に集

水施設が備わっていて、炉l■ は30ケ 所余 りが確認され、漆器製作場も確認された。

飛鳥池遺跡で出土 した金対渦は、低い臼形の胴に九底で、日縁の端部には使用過程の高

熱に耐えるために補強 した痕跡が確認される。特に高さが10cmで、丸い胴に丸底をした精

質の銀II蝸が何点か出土 した。胎土は、砂粒が少量混入 した精良なもので、表面には高熱

によってガラス質化 したとみられるガラス膜が確認された。

3)日 本の金製品製作技法研究 に関連す る遺跡

(1)金鈴塚古墳
I

千葉県木更津市長須賀に位置する6世紀末～ 7世紀初に該当する前方後円墳である。全長

95m、 後円部径55m、 前方部幅約72mで ある。出土遺物は金製鈴、装身具類 (ガ ラス小玉、

金環、金銅製透彫金具、金糸、金鋼製飾履など)、 銅鏡、飾大刀17振、馬具類 (金銅製鞍金具、飾

金具、辻金具、馬鐸、雲珠、杏葉など)、 武器類 (桂 甲)、 須恵器などである。

(2)藤ノ本古墳
2

奈良県斑鳩町法隆寺字藤ノ木に位置する6世紀後半の円墳である。直径は48mで、高さは

9m、 埋葬主体部は家形石棺である。出土遺物には、装身具類 (金銅製冠、筒形金銅製品、金銅

製大帯、金銅製飾履、剣菱形金銅製品、銀製垂飾、耳飾、空玉各種、玉各種)、 武器類 (飾大刀、飾剣)、

馬具類 (金銅製透彫鞍金具、飾金具類)な どがある。前面に亀甲文装飾や、円形と魚形の歩揺

が取 り付けられたものなどの装飾製品、龍・鳳凰・象・獅子・鬼などの文様が鋳造 された

金銅製鞍金具は、6世紀の東アジア世界 との関連を強く示す。製作技法上、国産品が多いが、

その源流は加耶、百済などの韓国や、中国と関連するものと推定される。

特に、王宮里遺跡から出土 した金蓮珠 とは、大 きさや素材、製作技法が異なるが、形態

の類似 した空玉や、金鋲の使用方法 と関連 して注 目に値する遺物である、銅板 と革を結合

した銅製道具を使用 した鐙が出土 した。このように類似 した製作技法でつ くられた金属製

品の比較によって、百済の金属製作技法を復元することができる重要な資料である。

(3)新沢千塚126号墳

奈良県橿原市川西町に所在する5世紀後半の長方形墳である。規模は長さ22m、 幅16mで

主体部は割竹形木棺である。出土遺物 としては装身具類 (金製方形冠飾、金製垂飾付耳飾、帯

金具)、 ガラス製碗、皿などがある。耳飾は新羅・加耶系で、金製方形冠飾は百済系、ガラ

ス製容器は南朝・百済系の舶載品と推定される。藤ノ木古墳の鐙とともに、王宮里遺跡出土

金鋲など金製品の使用技法や方式を通 じて、百済の金属製作技法を推論することのできる
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資料 として注目に値する。

2.銅 製 品製作 関連工 房

韓国では、青銅器時代の銅器製造の直接的な証拠である銅の製錬炉や熔解炉遺構 はもち

ろん、銅津さえ発見されていない。ただ、いくつかの鉾範が発見されるのみである。 しか

し、三国時代に入ると益山王宮里遺跡を含めた益山、扶餘、慶州地域からは、青銅生産と

関連 した遺構や遺物が多数発見されている。

1)韓 回

(1)扶餘陵山里寺址の工房

百済最大の傑作品といっても遜色ない金銅大香炉を出土 した扶餘陵山里寺址か ら、工房

l■が 2ヶ 所確認された。陵山里寺llLは、王陵と推定される陵山里古墳群 と都城防御のための

羅城の間に位置する。第 1工房址である第 3建物址は、回廊外の大排水路周辺に位置する。

この内部から赤い焼土層 と灰層が確認され、中央の部屋に炉の煙突施設と炉に付設 された

貯水施設、ガラス玉、銅材料が溶解 したものなどが一緒に発見された。第2工房跡である第

4建物址は、東西 2室 に分かれている。施設からは工房址であることを立証する鉄床、砥石

と様々な金銅製品が一緒に発見されている。仏教儀礼用具と飾 りを生産。流通する手工業工

房の機能を呆たしていたと考えられる。出土遺物には鉄床、鉄製杵、鉱津、砥石、鋳造鍬、

鉄基/鉄斧、鉄鏃、耳飾、金釦装飾板、金銅製花形装飾、金銅光背片がある。

(2)扶餘扶蘇山瓦積基壇建物址

扶蘇山城西門址周辺地域の発掘調査によって、平積式瓦積基壇建物址が確認された。工

房関連遺物 としてII蝸片 1点が出土 した。回縁部は若干内彎 し、日唇部の一方に注 目が付

いている。内部には旗体の沈殿物が残っている。

(3)扶餘伝離宮址出土品

1986年 、扶餘宮南池東側に位置する花枝山西麓の酒洸時代推定離宮l■ の発掘調査で、対

鋼の底部片 1点が出土した。内部には沸かした溶波の沈殿物が残っている。

(4)扶餘旧衡里井戸址

扶餘警察署があったところで、1944年の庁舎新築時に「天王」銘軒九瓦が出上 し、天王

寺という寺址の存在が知 られるようになった。1992年 の学術調査の結果、木材樋で互いに

連結された百済時代の井戸 2基 と水路などが確認され、寺院址ではなく生活遺跡 と判明した。

工房関連遺物として、少量のlr蝸片と「一斤」銘の鋒危が出土した。

(5)慶州皇南洞376番地統一新羅時代遺跡

慶州皇南洞376番地Blグ リッドから、洞対網片 6点、ガラス対蝸 3点が出土 した。姑蝸の

内面にガラス膜が厚 く付着 していて光沢を帯びている。ガラスは、PbOを 70%以上含有 し

たPbO― Si02系 鉛ガラスと判断され、ガラスの軟化点示差走査熱量計で測定した結果、442℃
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で、融点は直接測定した結果、約650℃ であった。報告者は2号井戸の内部から出土 した鉄

斧について、ガラスオ蝸を使用 して鋳造 したものとみている。

(6)慶州東川洞68卜 1番地遺跡

慶北慶州市東川洞681-1番地一円で東西方向、および南北方向の道路遺構、根石をもつ建

物JIL、 基壇建物l■、および関連垣 (タ ムジャン)遺構、円形または楕円形の竪穴遺構、廃棄

場、排水路 と排水溝、鎮壇具と推定される埋納遺物、石組施設、集水施設、窯、青銅生産

炉址、および工房l■ などの遺構が確認された。青銅生産関連遺構は炉が設置された炉址 と、

青銅の生産ないし製作 と関連した作業をおこなった工房l■ と考えられる。

炉l■ は長さ3m、 幅2,7m、 深さ30cmほ どの方形竪穴で、この内部に縦横60cm、 平面正方

形の炉が設置されている。特にこの中央部分に直径15cmの 円形炉が設置され、内面で送風

日と連結 される。炉址内部にはコップ形対蝸片、青銅の津が付いた砂利石、青銅塊、青銅

の津が付いた瓦片と叩き文短頸壺が出土 した。青銅工房址の規模は南北長 5m、 東西幅3m

である。この内部からは大量の対鋼 とともに、鉾籠片や蝋石板彫刻などが出土した。

青銅ltr蝸 は炉l■、および工房址から出土 し、全てコップ形である。日縁部に 1個 の注 ぎ

日が付いていて、胴体は中央が若干膨 らみ、底部は九 く処理されている。青銅の熔解や銅

の製錬過程にともなう青銅溶波と鉱津がlH蝸 の内外面に付着 している。銅オ蝸の日径は、

60～ 7.6cm、 高さは70～8.5cmで ある。銅の製錬、精錬、熔解の三つの作業が、一つの工房

内でおこなわれたものと推定される。

(7)新羅王京SlEl地区遺跡

新羅王京SlEl地 区は、条坊制度によって区画された 1区域に、独立 した空間として区画

された18軒の家屋 と道路、垣根施設、排水路などが確認された。

第 8家屋で確認された第 6建物IIは、青銅 とガラス製品を生産した工房址で、正面 3間 、

側面 1間 である。建物内部西狽I間の焼土遺構か ら焼土 と木炭、灰、鉱津などが青銅対蝸片

とともに出土 した。砲弾形尖底や円筒形九底の対渦片をはじめとして、饗鋳造用の鉾範な

どが出土 した。

(8)慶州九責洞苑池遺跡

募皇寺東辺の苑池遺跡で、池内部からは2ヶ 所の人工島も確認されている。遺跡の北側に

流れる北川の河岸段丘地形に沿って、先史時代遺構 (青銅器時代住居址)を はじめ、新羅時代

の遺構 (道路遺構、六角形石造遺構、竪穴遺構)な どが確認された。

工房関連遺構 としては、築台 (堤)南辺で確認された3基の竪穴遺構がある。これらの遺

構は銅を製錬 した製錬炉 と廃棄場 と推定される。内部か らは対蝸片、青銅淳、焼土や、六

葉蓮華文軒丸瓦、碗などが出土した。工房の運営時期は共伴遺物から、7世紀中葉と推定さ

れる。
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(9)慶州皇南洞194-11・ 12番地遺跡

慶州皇南洞192-4番地、194-9。 10番地遺跡 と連結される建物址が確認された。特に青銅

工房と関連 した竪穴遺構 1基が調査された。この内部からは、木炭や焼土とともに青銅流出

津が出土 した。共伴 した両耳付短頸壼などの遺物からみて、8世紀前半～中葉と推定される。

(10)慶州西部洞19番地遺跡

新羅王京の道路遺構 と、工房と推定される 1基の竪穴遺構が確認された。工房 と推定さ

れる竪穴34の 平面形態は不整形に近い円形で、その規模は南北180cm、 東西164cm、 深さ

65cmで ある。内部か らは、焼土 とともに汁絹片が発見された。この竪穴の堆積土は黒褐色

砂質粘土で、上部北側に木炭と焼土を含む赤色の堆積層が東西130cm、 南北30cmほ ど堆積

している。銅対渦のほか、皿や径を製作 したと推定される勢籠が出土 してお り、青銅製錬

と関連した施設と推定される。

(H)慶州市北門路王京遺跡

統一新羅時代の道路遺構 と建物址などが確認され、この時期の道路網構築 と規模、変化

の様相、定型化 した計画性のある道路築造方法、道路 と関連 した個別住居の形態、当時の

治水方法、食生活文化など多様な古代人の生活の面貌が明らかになった。

青銅工房と関連 した遺構は86号竪穴で、その平面形態は方形に近 く、この内側南西部から

楕円形の小形竪穴 1基が確認された。内部から砲弾形や半球形の青銅対蝸片4点が出土 した。

(12)慶州市皇吾洞消防道路遺跡

統一新羅時代の建物址 4ヶ 所、掘立柱建物 2ヶ 所、竪穴55基、井戸10基 など多 くの遺構が

確認された。青銅工房関連遺構は27号 竪穴で、青銅容器を鋳造するための鉾籠 1点が出土

した。鉾籠は経を鋳造するためのものと推定され、漏斗形の注ぎ回がついている。

(13)伝臨海殿th

臨海殿は、文武王十四年 (AD.674)に 完成 し月城北辺に位置する。宮殿に付属 した苑池で

ある。東宮と呼ばれた。池を囲む護岸石築と建物I15棟が確認された。工房と関連 した遺物

としては、金属を叩 く際に使用する金槌 とオ鋼などがある。

(14)慶州東川洞696-2番地遺跡

統一新羅時代の建物llL関連遺構80ケ 所、推定道路遺構 10ヶ 所、推定工房址 と関連する竪

穴遺構 2基、焼土遺構 3基、垣根石列6ケ 所と朝鮮時代の建物llLが確認された。青銅工房関

連施設である不整形竪穴遺構は、深さ35cmほ どで、この内部から焼土 と木炭が確認された。

竪穴内部から、青銅容器 (終)を製作 した鉾絶片 1点が出土 した。共伴遺物から遺跡の中心

年代は8～ 9世紀と推定される。

(15)慶州東川洞764-2番地遺跡

青銅工房と関連 した敷石遺構 と井戸 3基、竪穴住居址 1基、土娠 1基、積心石 8個 などが
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確認された。青銅工房と推定される敷石遺構は、直径10～20cmほ どの石を二～三重に敷い

ていて、幅は4mほ どと推定される。敷石上から青銅鋳造に使用された銘籠と焼土、そして

青銅片などが確認され、遺跡の年代は印花文土器から、8世紀と推定される。

(16)慶州東川洞789-10番 地遺跡

慶州市東川洞791番地遺跡の南東側に位置する統一新羅時代の生活遺跡である。 タムジャ

ン基礎石列2ヶ 所、井戸 2基、建物址 2棟、性格不明の石椰形遺構 lヶ 所 と青銅工房 と関連

した炉址 lヶ 所、雑石集積地 lヶ 所などが確認された。炉の床面には平瓦片が敷いてあ り、

炉の規模は横45cm、 縦50cmほ どの不整形や円形と推定される。

(17)慶州東川洞791番地遺跡

慶州市東川洞791番地遺跡では、統一新羅時代の青銅工房関連施設と建物址のほか、高麗

時代の建物址 と朝鮮時代の製鉄関連遺構などが調査された。青銅生産と関連 した遺構は垣

根で区画された正面 3間 の東西方向の建物で、中央の間から2種類の青銅生産施設が確認さ

れた。幅3mの長方形炉で内部は酸化焔で焼成された。赤褐色軟質焼成の鉾籠が多数出土 し

た。直径40cmの 円形竪穴10余基が検出されてお り、内部から銅岸が確認された。青銅容器

を鋳造するための銘範 鱈 鋳造)や蓋などの工房関連遺物が出土した。

(18)慶州東川洞793番地遺跡

統一新羅時代の建物址 4棟 と井戸 2基、そして竪穴式住居址 2基、野外炉址 1基、南北方

向の大形排水路などが調査 された。青銅工房は炉址 lヶ 所が確認され、炉の平面形態は円形

で、断面形態は緩慢なU字形で、直径50cm、 深さは10cmである。炉の内部には炭を含む黒

褐色砂質土が詰まっていて少量の青銅片が確認された。得鋳造用鉢範、半球形 と推定され

る青銅lH蝸、青銅片などが出土 した。

(19)慶州西部洞4-1番地遺跡

慶州市西部洞4-1呑地遺跡では、統一新羅時代の建物址 6棟 と竪穴 5基、井戸 4基 などが調

査された。青銅工房と関連 した遺物 としては、廃棄場と推定される2号竪穴内部か ら出土 し

た鉾籠 1点 (饗鋳造用)がある。

(20)慶州城東洞386-6番 地遺跡

慶州市城東洞386-6番地遺跡は、統一新羅時代 (8～ 9世紀)と 朝鮮時代後期の生活遺跡で

ある。青銅工房 と関連 した遺構 は竪穴遺構で、24号竪穴からは一方に円形炉を設置 した痕

跡が確認され、廃棄場と推定される34号からは大量の鉢範片と鉱淳などが出土 した。

(21)慶州拝洞伝禅房寺址

慶州市拝洞伝禅房寺址に対する調査の過程で、統一新羅時代の石塔址 と高麗時代の建物

址が確認された。また、工房と関連すると考えられるltr鍋1点が出土した。
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2)日 本

日本では、弥生時代から銅製品の製錬や熔解 と関連する対蝸や鋒絶などの鋳造関連遺物

が、韓半島と近い北九州の佐賀県鳥栖市安永田遺跡、福岡県春 日市大谷遺跡、須玖尾花町

遺跡、須玖唐梨遺跡などか ら出土 している。銅製品の鋳造関連遺物の出土事例は、比較的

出土事例が多い鋳型を除 くと、北九州の佐賀県鳥栖市安永田遺跡、福岡県春 日市大谷遺跡、

須玖尾花町遺跡、須玖唐梨遺跡、福岡市博多区那珂遺跡群8次調査地点があ り、工房が確認

された遺跡としては佐賀県三田川町吉野ケ里遺跡、須玖坂本遺跡、須玖岡本遺跡L地点、須

玖永田遺跡、黒田遺跡などがある3。
近畿地方周辺の遺跡 としては、兵庫県北山遺跡、今宿

丁田遺跡、平方遺跡、東奈良遺跡、鬼虎川遺跡、瓜生堂遺跡、唐古・鍵遺跡などがある。

lH蝸 と取瓶の出土事例が少ない。唐古・鍵遺跡には対鵜がある可能性がある。取瓶が出土

した代表的な事例としては、須玖永田遺跡がある。

また、紀元後 7～ 8世紀代の総合工房遺跡である飛鳥池遺跡からは、金属製品の生産や、

加工 と関連 した金属対蝸、お よび蓋をは じめとして、鉄・銅津、送風 日、鋒絶、砥石、

銅 。鉄製品などが大量に出土 した。

(1)須玖五反田遺跡
4

須玖岡本遺跡群では、須玖永田遺跡の青銅器工房遺跡の発見以来、特に低地帯から青銅

器 とガラス製品の工房関連遺跡、および遺物が出土 した。須玖五反田遺跡は須玖永田遺跡

から西側に200mほ ど離れていて、須玖五反田遺跡から南東側に300m離れて須玖坂本遺跡が

位置する。須玖永田遺跡 と須玖坂本遺跡は、弥生時代後期の青銅器工房遺跡である。この

他にも黒田遺跡、須玖尾花田遺跡からは、鋳型 と一緒に青銅器生産関連遺物が大量に出土

した。須玖岡本遺跡の北側低地帯は計画的に区画されていて、工房が機能別に整然と配置

されている。この地域には弥生時代後期の工房関連遺跡が密集 して存在 してお り、発掘調

査によって鋳型、中子、取瓶、銅津が発見されている。

(2)須玖永田A遺跡5

弥生時代中期に入って集落が統合、拡大 し、大規模集落の形成が進行 した。那珂川と御

笠川の間の台地と丘陵上に続 く比恵遺跡群、那珂遺跡群、井尻B遺跡、須玖遺跡群が平野に

位置する中期の大規模集落遺跡である。特に、平野南部の春 日丘陵周辺に位置する須玖遺

跡群が中核的な集落といえる。須玖岡本遺跡坂本地区、須玖永田A遺跡、須玖黒田遺跡、

須玖尾花町遺跡 と井尻 B遺跡、那珂遺跡群、比恵遺跡群からは、青銅器の鋳型 と中子、対

鋼 と取瓶などの鋳造関連遺物が大量に出土 した。

青銅器鋳造関連遺物が多数出土 した包含層の出土土器からみて、弥生時代後期～古墳時

代初期が中心で、弥生時代後期後半～末前後の資料が多い。青銅器鋳型 7点が出土 した 1号

掘立柱建物址は、共伴する土器から弥生時代後期末頃と推定される。
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須玖永田A遺跡からは対蝸 と取瓶の破片 と推定される遺物 6片が、1。 3号掘立柱建物址、

Ⅲ地区遺物包含層から出土 した6。

外面は青灰色を呈 していて、強い被熱のため硬イとし、外

面は黄褐色を呈 している。

(3)比恵遺跡群
7

比恵遺跡群の30次、42次、43次、50次、57次調査で鋳型が、40次調査でltr蝸 と取瓶、43

次調査で銅津が出土 した。42次調査では広形銅矛の連結式鋳型の一部の比較的大 きな破片

が確認された。この鋳型の破片は、古墳時代の住居址内で砥石 として使用されたものであ

るが、弥生時代の鋳造作業 と直接関連 したものと推定される。43次調査では、弥生中期後

半～後期初頭 とみられる住居l■か ら鋳型 と銅岸が出土 した。42次調査地点に近い40次調査

からは、15点の対蝸 と取瓶 と推定される破片が出土 した。この中の 1点 は全体的な形態が

復元され、当時の鋳造技術を知ることのできる貴重な資料 と評価される。最近、87次調査

でガラスを鋳型に注 ぎ込むための棒の痕跡が認められるltr鍋の完形品が発見された。青銅

とガラスの加工に共通して使用されていた可能性がある。

(4)那珂遺跡群

那珂遺跡群は、比恵遺跡群の南側に続 く遺跡群である8。
那珂遺跡 8次調査では、住居llL

と溝から鋳型 と銅矛の中子、lH蝸 の破片 5点が出土 した。共伴遺物から弥生時代中期後半

末期に比定される。20次調査では溝内か ら中広形銅支の鋳型片 1点、23次調査では中細形

銅曳の鋳型片 4点 を含む大量の鋳型片が、9次調査では取瓶が発見された。

(5)井尻 B遺跡

那I可遺跡群9の
南辺に位置する井尻 B遺跡からは、多 くの青銅器製作関連資料が出土 した。

6次調査では竪穴住居址内の坑や廃坑内から、鏡範として転用された鏃値 と、底部に青銅成

分が付着 した土器が出土した。17次調査では多数の青銅器製作関連資料が出土 した。竪穴

住居址であるSC-4063か ら広形銅支の鋳型片、SC-4064か らガラス製の勾玉、住居l■ か ら約

5m東側の井戸SE-4169か らはオ蝸の破片が出土 した。C地区からはlH鋼片とガラス勾玉鋳

型、青銅付着土器が出土 し、井尻 B遺跡内における青銅器 とガラス製作の中心的な場所で

あることが分かる。

(6)川原寺寺域北限の調査Ю

川原寺の中金堂から北側に200m離れた地点に位置 している。川原寺の寺域北側境界施設

で、川原寺造営時に必要な物品を製作 した金属工房 と瓦窯址が確認された。川原寺造営後

に停止され、掘立柱建物が計画的に配置されている。同時に調査地域の南半部に鉄釜鋳造

土坑が確認され、大形鉄製品の鋳造がなされたことがわかった。

ガラス製作関連遺物としては、ガラス小玉鋳型 1点が、調査地中央の炉址群付近か ら出

土した。o.6cm間 隔で小さい孔が約30個穿たれている。小さい孔は直径0.4cm、 深さ0.25cmで 、
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中央に直径0.5cmの より小さい孔が反対側まで貫通 しないまま穿たれている。胎土は、雲母

を含有 した粘土に砂粒が含まれている。表面の色調は黄褐色、内面は橙褐色を呈 している。

そして、金属製品の関連遺物 としては鋳型、ltr蝸 、輔羽口・ 、砥石、銅製品、鉄製品、鉄

片、鉄津がある。日径が復元できる対蝸40点、対蝸蓋 2点が北灰層、区画溝の中心から出土

した。そして外径のわかる送風口70点 も北灰層、区画溝から出土 している。送風回の全体

的な形態は小さい裾形をしていて、残存する先端部は熔解 してガラス質化 し、黒色を呈 し、

白色のガラス物質が付着 している。同時に、砥石60点以上がSD605の北西を中心に集中して

出土 していて、銅製品と鉄製品が工房の北区画、区画溝、土坑SX598、 北灰層か ら出土 した。

寺院造営時期の工房は、北狽J調査地域に広がる灰層に存在 し、西側丘陵斜面にも存在 し

たものと推定される。工房の立地は丘陵斜面で、飛鳥池遺跡 と類似 し、鉄・銅・銀・ガラ

ス・瓦・漆器製品といった生産品日においても共通点が多い反面、規模は小規模である。

全体的に同時期の飛鳥池遺跡の工房 と類似 してお り、寺院付属工房と推定される。

(7)大学府工房関連施設
ワ

大学府において銅器製作技術を示す事例は4ケ 所が知られている。回廊西南隅から3.5×

20mの正楕円形の保土穴が15基発見され、この内部からは直径30cm、 深さ15cmのlH蝸 と高

熱によって赤色を呈 した銅津が出土 した。送風日の挿入口と推定できる直径10～ 15cmに 復

元される円形の孔が、両狽1に あけられているものも多数確認された。輪鐙の鋳型 と銅製鈴

帯金具も出土している。また、大宰府政庁から西側に400m離 れた舌状台地に、来木西工房

址が発見された。

第41次調査で大学府政庁 Ⅱ期造営時整地層から出土 したガラス寸鋼は、口径が13.5cm、

高さが 6cmで 薄い形態である。内面全面に暗赤褐色のガラス質成分が付着 している。飛鳥

池遺跡から出土 した砲弾形ガラス対渦 と類似 した形態のガラスIH蝸 (第 6次調査)も 出土 し

た。そして、銅製品鋳造用の対蝸も5点 出土した。このうち3点 は26次調査の後面築地面か

ら、2点 は回廊西端、および南端から出土した。内面に黒色、あるいは緑青色の銅残留物と

推定される物質が確認された。特に、日径13.4cm、 器高5 8cmの 銅対捐は、日縁部に注目が

つくられている。日径が28cmに復元される工房関連の大形土製品も確認された。最後に送

風回は、孔の直径が2.3cmの細身類、孔の直径が3 2cmの 太身類、子との直径が 4cmの大身類

と大きさによって3種類に区分される。端部が強く被熱して灰～青灰色を呈 したり、緑青色

を呈した物質が付着した事例もある。

3.ガ ラス製品製作 関連工房

韓半島出土のガラスのなかで、最古の扶餘合松里から発見された青色の管玉をはじめと

する多様なガラス製品は、原三国時代や百済初期の墓から、少ない場合で 1・ 2個、多けれ

ば数百個出土する。しかし、国内でガラス製作址は発見されておらず、三国時代以前のガ
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ラス製作関連資料は、原三国時代住居址や、貝塚から出土 したガラス鋳造用土製鋳型数点

のみである。

最近、扶餘官北里・訊北里遺跡、益山弥勒寺址・王宮里遺跡などの百済地域と、慶州地

域の三国～統一新羅時代遺跡から、多様な形態のガラス片、ガラス靖蝸、ガラス津などの

ガラス製作工程にかかわる遺物や、ガラスエ房が継続 して確認されている。特に、益山松

鶴洞遺跡の原三国時代住居址からは、長方形のガラス鋳造用土製鋳型 1点が発見された。

1)韓 国

(1)春川中島遺跡
B

中島遺跡のCト レンチの発掘調査過程で、ガラス鉾範片 1点が撹乱層から出土した。粘土

板に直径 5mmの孔をもうけ、さらにこの子との中心に直径 lmm、 深さ3mmの小了しを穿ち、

反対側まで貫通 している。一連の子Lは整然と配置されている。色調は黄褐色を呈していて、

胎土は良質の緻密な粘土で、焼成度は高い。

(2)海南郡谷里貝塚
W

海南郡谷里貝塚のDピ ットV期層 (2層 )か ら、ガラス鋳造用土製鋳型が 1点 出土 した。

残存長は43cm、 残存幅は4.3cm、 厚さは0.5cmで ある。粘土板に直径 3mmの孔があけられ、

この子しの中心に直径 lmmの小孔を穿ち、反対恨Jま で貫通 している。ガラス小玉、土製勾玉、

勾玉、貝製管玉、水晶なども一緒に出土 した。

(3)河南漢沙里遺跡
い

河南渓沙里遺跡の高麗大学校調査地域の10号住居址から、ガラス鋳造用の土製鋳型 1点

が出土した。残存幅 9cm、 厚さは0,7～ 0.9cmである。残存状態からみて、平面形態は長方形

と推定される。粘土板をナデ、およびケズリ調整 した後に、直径0.4cmの 孔が半分ほどあけ

られていて、この内部に直径0.05cmの小孔が反対側まで貫通 して穿たれている。上面は暗

褐色、下面には燃焼による黒褐色斑点が確認される。

(4)羅州玉谷里バンチュク遺物散布地お

羅州旺谷面玉谷里バ ンチュクマウル ●す)とこ対する地表調査の過程で、ガラス鋳造用上製

鋳型 1点が出土 した。厚さが0.5cmの粘土板に直径0.6cmの孔があけられ、さらにこの内部

に小さい孔が反対側まで貫通してあけられている。

(5)益山松鶴洞遺跡'

原三国時代 6-1号住居址からガラス鋳造用上製鋳型 1点が、内部にガラス玉が付着 した

状態で出土した。全体的な平面形態は方形 と推定される。

(6)ソ ウル風納土城ガラス鋳造用土製鋳型とガラス片
お

ソウル風納土城慶堂地区9号遺構から、ガラス鋳造用土製鋳型や多種多彩なガラス玉と鉄

針が確認された。鉄針が確認されている唯―の遺跡である。鉄針は直径01cm内外、長さが
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1.6～ 1.8cmで 、ガラス原料を溶かして鋳型に注 ぐとき、玉の孔をつ くるために鋳型に挿すも

のと推定される。ガラス津も出土 した。

(7)益山弥勒寺址D

大形鉄床 と20余個体分の対蝸片、および蓋が出土 した。同時に、大・小形の鉛ガラス破

片が大量に出土した。寺院を維持するために必要な瓦や金属工芸品、ガラスエ芸品などを

生産する作業施設が存在 したものと推定される。弥勒寺址のような大規模寺院は、建物の

維持や補修、各種仏教儀式などに必要な物品を自給 自足で賄った。工房施設は鉄器類を製

作 したものとみられ、北側僧坊 l■の西北方外狽1に 位置するものと推定される。

(8)慶州隆城洞遺跡
20

慶州隆城洞遺跡から、ガラス鋳造用土製鋳型 1点 と勾玉鋳造用上製鋳型 2点、ガラス玉 6

点が出土 した。勾玉鋳造用鋳型は、砂岩を長 さ47～ 6.05cm× 幅3.9～ 4,7cm× 厚 さ1.9～

2 05cmの 半円形に近い板に成形 した後に、勾玉形の溝を彫ってつ くっている。報告者によ

れば、表面に結縛用の溝がなく、勾玉形の溝内部に何 も痕跡がないため、鋳型が土製勾玉

をつ くるためのものである可能性 もあると考えられている。ガラス鋳造用上製鋳型の残存

長は5cm、 残存幅は4.6cm、 厚さは1 45cmである。残存状態が良くなく全体的な形態はわか

らない。色調は黒褐色を呈 していて、胎土は粘土に雲母を含んだ細砂粒が大量に含 まれて

いる。粘土板に直径0.8cmの比較的大 きな孔が、0,7cmの深さであけられていて、この孔の

中央にさらに直径0.2cmの 小了しが反対側まで貫通 している。

(9)慶州皇南洞376番地統一新羅時代遺跡
払

慶州皇南洞376番地Blグ リッドから、銅汁鍋片 6点、ガラスIH鋼 3点が出土 した。オ蝸の

内面にガラス膜が分厚 く付着 していて光沢がある。この物質に対する成分分析 の結果、

PbOを 70%以上含んだPbO―Sio2系 鉛ガラスと判断され、ガラスの軟化点示差走査熱量計に

よる測定結果は442℃ で、融点は直接測定した結果、約650℃ であった。

2)日 本

日本のガラスと青銅器・鉄器は、いずれも弥生時代に大陸から導入され、高度の工業技

術を伴い搬入された工芸品である22。

弥生時代中期中葉頃に厚葬墓の副葬品として出土する。

中期後半には、ガラス製品が王墓の副葬品として用いられ、日本国内において も生産され

た。後期には、ガラス製品が広 く普及 し、墳墓以外の遺跡からもガラス製小玉などが大量

に出土する23。 ガラス製品の生産を直接的に示す鋳型は、主に後期以降の遺跡か ら出土する。

ガラス製勾玉鋳型が出土 した弥生時代遺跡 としては、大阪府東奈良遺跡、山口県下七見遺

跡、佐賀県中原町原古賀三本曲遺跡、福岡県夜須町ヒルハタ遺跡、福岡市弥永原遺跡、春

日市赤井手遺跡、須玖五反田遺跡、須玖坂本遺跡、平若遺跡などがある。この うち、中期

前半の下七見遺跡をのぞけば、鋳型は後期の遺構から出土している。
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(1)須玖五反田遺跡

春 日市地域のガラス靖蝸は、須玖五反田遺跡、須玖坂本遺跡、須玖永田遺跡 B地点から

出土 した24。

須玖五反田遺跡
2Sは 、須玖永田遺跡 から西に200m離れていて、須玖五反田遺跡

から南東側に300m離れて須玖坂本遺跡が位置する。1号住居址からは、ガラス管玉鋳造用

土製鋳型、lH蝸、ガラス製玉、砥石、ガラス片などガラス鋳造関連遺物が一括出土 し、特

殊な付属施設が確認された 1号住居l■ は、ガラスエ房とみることができる。

1・ 3号住居址 と1号土坑、および溝状遺構からガラス製品の鋳型が14点 出土 した26。
勾玉

27と 異形の丸玉を製作するための土製鋳型である。細粒質の砂粒を含む粘土板で、高温の熟

を受けて青灰色を呈 している。残存状態から 1～ 4個の勾玉を製作するための鋳型と考えら

れる。1号住居lIの東壁床面から浮いている状態で出土 した勾玉鋳型は、全長29mm、 幅は

12.7～ 15.8mm、 最大厚は14mmで、頭部分に直径2.5mm、 深さ4.5mmの 孔があけられている。

ガラスlH鍋 28と
推定される遺物も9点出土 した。石製対蝸片 1点以外は土製対蝸片で、遺

物の用途は不明確である。土製対渦片はガラス製作用鋳型 とほぼ同一の胎土で、強 く被熱

し、内部にガラスが付着 したものが多い。1号住居址から出土 したオ鍋片は底部の外形は

1/4残存 し、底径は52mm、 日縁部の直径は42mm、 高さは27mmと 推定される。全体的な

形態は扁平な底部に、器壁が直立 した形態の小形の容器と推定される。特に、底部の外面

に粘土を補った痕跡が確認される。

1'3～ 4号住居l■から出土 した砥石はわずかにくぼむ溝があ り、玉を磨研するために用

いられたと推定される。岩質は頁岩や細粒質の砂岩である。また、製作過程で破損 した り、

完成後に廃棄されたガラス勾玉未製品が、3号住居址 と 1号土坑から出土した。

(2)須玖永田A遺跡
20

ガラス鋳造用勾玉土製鋳型が出土 した。残存長3.3cm、 幅4.4cm、 厚さ1,75cmである。胎

土は細粒質の砂質粘土に砂粒が含まれている。現存する鋳型の幅は3.2cmで 、円弧状を呈 し

ていて、鋳型の深さは1 0cmで ある。直径 5mm前後の孔が反対側にあけられていて、子しの

反対側の直径は最大1.2cmで ある。鋳型内側に暗赤褐色のガラスが付着 してお り、使用時に

ともなう痕跡 と推定される。後面は暗青灰色、責灰色、残 りの部分は暗青灰色を呈 してい

る。大形の勾玉と推定される。

(3)井尻 B遺跡ω

ガラス勾玉鋳型 1点が、SC4064か ら出土 した。残存長4.37cm、 I幅 4 44cm、 厚さ2.05cmで

勾玉の長さは3.2cmである。鋳型は2個以上の型が並んでつ くられていて、前面の右側中央

の下側左端に刻 目がある。色調は茶褐色で、胎土は粘土に細粒質の砂が含まれている。頭

部に孔用材の芯棒を刺すための小孔はない。鋳型の左側にガラス溶液を注 ぐための構があ

る。基本的にガラス勾玉鋳型は鋳型 1枚を使用する片面型であるのに対 し、今回出土 した
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鋳型は連鋳式で、頭部に孔用材の小孔がな く、側面に鋳型を合わせるために刻んだ痕跡が

確認されることから、2イ固の型を合わせて使用 した可能性がある。鋳型を合わせた後 に周囲

を粘上で目張 りした痕跡が確認される。

(4)西新町遺跡
飢

ガラス勾玉用土製鋳型 1点 と、小玉用土製鋳型 2点が出土 した。ガラス勾玉用土製鋳型は

114号住居l■から出土 した。中央に長さ1.2cm、 幅0.5cm、 深さ0,35cmの 勾玉の型が彫 られて

いる。勾玉形の中央には直径0 1cm、 深 さ0.6cmの小孔が穿けられている。小玉用上製鋳型

は、131号住居址 と45号土坑か ら出土 した。131号住居址か ら出土 した小玉鋳型は、直径

0 5cmの孔があけられていて、この中央に直径0.lcmの小孔が反対側に貫通 している。前・

後面は使用によって全体的に黒色に変色 している。45号土坑から出上 したガラス製小玉用

上製鋳型は、形態的に古墳時代出土品と類似する。平面形態は端部の形態や孔の配列から

みて、長さ9cm、 幅 7～ 8cmの 長方形 と推定される。上面に37個 の孔があけられていて、

さらにこの中央に直径0.lcmの より小 さい子とが反対側に貫通 している。上面は黒色を呈 して

いて、下面は二次的な過熱によって変色 している。古墳時代の近畿、関東地方か ら出土す

る小玉用鋳型は韓国の河南湊沙里、海南郡谷里貝塚出土品と類似 し、韓半島のガラス製小

玉製作技術 と関連すると推定される。

(5)鶴ヶ岡 1号墳
鬱

鶴ヶ岡 1・ 2号墳は千葉県木更津市桜井字鶴ヶ岡に所在 し、北に東京湾、東に鳥田川の低

地帯、標高約35mの 丘陵地帯に位置 している。1号墳の墳丘は円形で、復元径は23～24mで

ある。共伴 した土器から、この古墳は4世紀中棄前後に築造されたものと推定される。墳丘

構築土内から、ガラス小玉用土製鋳型 と靖蝸が、埋葬施設内から各種玉類 と刀子が、周溝

内から大形の板状鉄斧と多数の土器が出土 した。

ガラス小玉用土製鋳型 1は、墳丘残存部分の中央、旧地表面から約40cm上 で出上 した。

残存長は45,Omm、 残存幅は250mm、 最大厚は110mm、 残存重量は855gである。一方の面

に22個 の孔が残っていて、孔の中央に孔用材が残っている。孔用材は断面五角形の芯材で、

泥質の離型剤に覆われている。孔の中央にガラスが付着 している。このガラス成分 に対す

る蛍光X線分析の結果、埋葬施設から出土 したガラス成分と同一であった。

ガラス小玉用土製鋳型 21よ 、墳丘南側の破壊された部分から出土 し、本来は墳丘構築土内

に含まれていたものと推定される。残存長は36.Omm、 残存幅は27.Omm、 最大厚は13.Omm、

残存重量は7.84gで ある。孔の数は19個である。胎土は微細な白色粒で骨針が含まれ、緻密

である。上面は全体的に淡褐色を呈 しているが、部分的に灰青色を呈する。特に、下面で

灰青色を呈する部分は熱を直接受けて変色 したものと推定される。破片の部位、厚 さ、表

面の色調は、川戸下、豊島馬場遺跡出土土製鋳型と類似する。
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lr禍片も、ガラス小玉用土製鋳型 2点 と同じ位置から出土した。1/5以下の胴部片である。

外面は高熟によって硬化 していて、部分的に赤色 と灰色に変色 している。残存長は32.Omm、

残存幅は25.Omm、 器壁の厚さは6.5mm、 残存重量は8.51gで ある。このltr鋼 片はガラス製作

用lH鍋 と推測されるが、富津市下谷、草加市東地総田遺跡出土難堀 と比較すると、青銅製

品の鋳造との関連もうかがわせる。

埋葬施設出土の濃紺色ガラス小玉は、墳丘構築土出土土製鋳型を使用 して製作 されたと

推定される。このガラス小玉は生前に被葬者の使用 した装飾品か、被葬者に対する祭祀の

後に急ごしらえで製作 された葬送用具と推定される。孔用材の残存状態からみて、連玉 と

して使用された可能性がある。土製鋳型は墳丘構築過程において金属製品、玉 と共伴 し、

構築土内に封入された特殊な行為の象徴物とみられる。

(6)川戸下遺跡
33

鹿島川支流の鹿島支谷の北側に接 した台地の先端部に位置 している。ガラス小玉鋳型は、

2号住居址から出土 した。2号住居址の平面形態は不規則な長方形で、幅は2.63mと 小規模

で、ガラス小玉を製作 した特殊な空間と推定される。

土製鋳型は、住居址床面に散 らばった状態で発見された。全体の 1/2が残っていて、長

さと幅に合わせて同じ数の孔があるとみたとき、平面形態は方形、一辺の長さは17.5cmに

なり、約700点 以上のガラス小玉を製作 したものと推定される。上面の中央部に強く被熱 し

て黒色に変色 した部分が確認される。下面は全体的に黒色を呈 しているが、これは熟源に

直接的に接 していたためと推定される。孔内部か ら孔用材の痕跡が確認され、孔用材の芯

材には泥質の離型剤が塗られている。芯材の断面形は、鶴ヶ丘 1号墳出土の五角形とは異

なり円形である。

(7)下谷遺跡
34

小糸川の旧河道北岸に位置 している。ltr禍 4点が出土 している。底部は先の尖った砲碑形

をしていて、外面に指頭痕が確認される。色調は全体的に変色によって青灰色を呈 してい

て、部分的に赤色ガラス質の自然釉が確認される。内面には、胴部の中間以下から赤色に

変色 した部分が確認され、緑青色の付着物が観察される。このような内部の付着物は青銅

と推定され、完形の対渦 2点 と、後述する東地総田遺跡出土lr蝸は青鋼製品の鋳造用対鋼 と

推定される。孔の直径は3.9cm、 器高は5,25cm、 重量は36.67gで ある。本体の2/3程 度が残

っていて、外面には熔解 した自然釉が残っている。器面の くばんだ部分に青緑色物質が付

着 してお り、底部の内面付近にも青緑色物質が付着 している。残存長は3.4cm、 残存重量は

10.67gで ある。対鋼は2・ 5号住居址から出土 し、S字状回縁台付器が出土 していて、外来系

集団の鋳造技術と関連したものと推定される。
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(8)東地総田遺跡
35

毛長川の北岸に位置 している。この遺跡の対岸に祭祀遺跡である伊興遺跡が位置 してい

る。lll渦片 1点が出土 した。日径5.2cm、 高さ4.4cmで ある。器面には、全面に自然釉がか

かっている。鶴 ヶ岡 1号墳・下谷遺跡出土ltr蝸 とほぼ類似する。内面に緑青色物質が付着

していて、銅製品の鋳造 と関連 したものと推定される。外来系土器の比率が高 く、奏形土

器の大部分が S字状口縁台付奏である点から、青銅製品の鋳造は東海西部を中心とする外来

系集団と関連したものと推定される。

(9)豊 島馬場遺跡
36

豊島馬場遺跡は、東京低地帯の西隅にある田川右岸の自然堤防上に位置する。標高は遺

構確認面が約1.30m、 現地表面が約2.5mほ どである。周辺には上流に志茂遺跡、宮堀北遺跡、

下流に都民ゴルフ場遺跡、豊島青光館跡が位置 している。志茂遺跡は、弥生時代後期後半

頃の可能性が高い円形周溝墓が密集 している遺跡で、4基の方形周溝墓 も確認された。この

遺跡は、立地環境や方形墓 という形態からみて豊島馬場遺跡と高い共通性をみせている。

ガラス小玉用土製鋳型は、SHol方形周溝墓から2点、SH03方形周溝墓から 1点、SH18周

溝墓から3点、SH19周溝墓から2点 など計10点が出土した。土製鋳型は、方形周溝墓の南東

方向軸の中央陸橋からのみ出土 した。粘土板に半球状の小形孔が整然 とあけられていて、

この孔の中央にガラス製小玉の芯棒のためのより小さな孔が、さらに反対側 まで貫通 して

いる。上面は滑 らかに調整 されていて、下面と断面は淡灰色を呈 している。本来、土製鋳

型は褐色を呈 しているが、二次的な加熱や高熟によって変色 し淡灰色を呈するにいたった

と推定される。孔の内部にはガラス質が付着している。

千葉県、東京都から出土 した4世紀前半のガラス小玉用土製鋳型は、共通 して孔の直径が

3.5～40mmで、孔の中の小孔が反対側まで貫通するものとしないものがあ り、外形は直線

的な方形 と推定される。出土遺構は住居址、古墳、方形周溝墓で、直接的な鋳造関連遺構

は検出されていない。

(10)難波宮跡80-9次 87

難波宮跡の東側で玉造稲荷神社の北西に500m離 れた地点から、ガラス小玉用土製鋳型が

出土 した。一方の面には多数の孔があけられている。『日本書紀』仁賢天皇六年の「難波玉

作部卸魚女」の文献記録からみて、5～ 6世紀に玉製作に従事 した工人が、付近に居住 して

いた可能性がある。土製円板形で、復元径は12.9cmである。孔は35イ固が残っていて、直径

4.5mm、 深さ3.Ommである。芯の孔は反対側まで達してお り、直径は0.5～ 1.Ommで ある。

(11)布留遺跡
38

布留遺跡柚之内 (樋 ノ下、ドウドウ)地区から、ガラス小玉用土製鋳型が出土 した。古墳時

代中期～後期の掘立柱建物10棟以上、溝 4条、井戸 2基、土坑 5基、竪穴住居址17棟が確認
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された。ガラス小玉用土製鋳型は、溝 1の 5世紀末頃の遺物が含まれる層から出土 した。第

1次調査で出土した土製鋳型 1は残存長3.9cm、 残存幅3.Ocm、 厚さ1.7～ 1,9cmで ある。上面

に直径3.5～ 4.Ommの半球形孔が35イ固あけられている。この孔の中に、直径0.5mmの より小

さい孔が反対側まで貫通 している。上、下面は二及的に熱を受けて変色 し、灰青色を呈 し

ている。特に中心部分は赤茶色をしている。胎土は比較的精選されていて、大小の砂粒が

混入されている。土製鋳型 2は残存長2.8cm、 残存幅2.2cm、 厚さ13cmで ある。上面に直径

3.5～4,Ommの半球形の孔 11イ固が、反対側まで貫通 してあけられている。上、下面は熱を受

けて灰色を呈 しており、中心部分は茶褐色を呈 している。

(12)上之宮遺跡
89

上之宮遺跡の7世紀の遺物包含層から、ガラス小玉用土製鋳型 6点が出土 した。土製鋳型

は厚さが1 5cm前後の粘土板でつ くられていて、直径 7～ 8mmの比較的大きい子との中央によ

り小さい孔が反対側 まで貫通 してあけられている。部分的にガラス溶波が付着 している。

全体的な形態は円形と推定される。

(13)谷遺跡シヨブ地区
40

谷遺跡シヨブ地区の7世紀頃と推定される遺物包含層から、ガラス製小玉用土製鋳型 1点

が出土 した。残存長2 2cm、 残存幅 1.8cm、 厚 さ1.lcmで ある。上面には直径 5mmの孔が

4mm間 隔で12個 あけられている。孔の中央には小さい子とが反対側まで貫通 している。

(14)四條大田中遺跡・

四條大田中遺跡出上のガラス小玉用土製鋳型は、奈良時代の遺物 とともに出土 した。残

存長4.3cm、 厚さ1.Ocmで 、平面形態を円形とみると復元長 9cmと 推定される。上面に直径 3

～4mmの半球形の子とがあけられていて、この中央により小さい孔が反対側まで貫通 してい

る。上面の一部にガラス質が付着 している。この鋳型にともなって送風日、鉄淳、ガラス

津、青銅製品が出土した。

(15)讃良郡条里遺跡
42

讃良郡条里遺跡出上のガラス小玉用土製鋳型は、古墳時代中期～後期 と推定され、布留

遺跡出土の土製鋳型と類似する。残存長は5.Ocm、 残存幅は3.9cm、 厚さは1.6cmである。外

形は壺 と類似する。前面に直径 8mm、 深さ8mmの 円筒形の孔が10個あけられていて、こ

の中央に直径1,7mmの より小さい子しが反対狽Iま で貫通している。外形の断面は正方形をして

いる。

(16)平城京左京一条三坊
43

1969年 に調査された平城京左京一条三坊十五・十六坪の溝SD485か ら、ガラス小玉用土製

鋳型が出土した。平城京左京一条三坊十五・十六坪は、奈良時代の長屋工の作宝宮候補地

とされている場所である。SD485の 平城宮土器 Ⅱ期の溝から、工房関連遺跡の存在を示す遺
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物が出土 した。残存長は7.6cm、 残存幅は5.2cm、 厚 さは0。 7～ 0,9cmで ある。上面に直径

5mmの半球形の孔が25個 あいていて、この中央に直径 lmmの より小 さい孔が反対側 まで

貫通せずに中程まであいている。下面に格子ロタタキの痕跡が確認される。二次的な焼成

によって変色 し赤色を呈 した部分が確認され、ガラスも付着 している。

(17)柏原市遺跡群
44

柏原市大県4-369、 4-359-1番 地一円に対する1994年度の第93-2、 93-4次発掘調査によっ

てガラス小玉用土製鋳型 2点が出土 した。第93-2次 調査出土のガラス小玉用土製鋳型は、

残存長5,7cm、 残存幅3.6cm、 厚 さ1.5cmで ある。色調は赤褐色を呈 している。上面に直径

5.5mm、 深さ25mmの半球形の子とがあけられていて、この中央に直径1,Ommの より小さい子し

が反対狽Jま で貫通 している。第93-4次調査出土のガラス小玉用土製鋳型は、遺物包含層か

ら発見された。残存長は4.Ocm、 残存幅は38cm、 厚さは1.3cmで ある。色調は赤褐色を呈 し

ている。上面に直径4mm、 深 さ 3mmの半球形の孔があけられていて、 この中央に直径

lmmの より小 さい子とが反対側 まで貫通 している。残っている部分か らみて、全体的な平面

形態は円形と推定される。

(18)平城京左京七条一坊十五・十六坪
巧

平城京左京七条一坊十五・十六坪に対する調査で、東一坊大路西側溝SD6400の 奈良時代

の層から、ガラス小玉 1点 とともに、ガラス小玉用土製鋳型 5点 とガラスII鋼片 6点が出土

した。土製鋳型は粘土板に多数の小さい孔があけられていて、この孔の中央に直径 lmm、

深さ2mmの より小さい孔が反対側まで貫通 しないようにあけられている。胎土は、粘土に

長石の粒が含有されている。土製鋳型 1の外形はなだらかな曲線形をしている。直径3mm
の子しが21個 あけられている。下面には布 目痕が確認される。土製鋳型 2は直径 4mmの子しが

13個あけられている。下面には同じく布 目痕が確認される。土製鋳型 3は 直径 4mmの子とが

22個 あけられていて、同じく布 目痕が確認される。土製鋳型 4は直径 4mmの子しが11個あけ

られていて、下面には同じく布 目痕が確認され、側面は丁寧に調整されている。

ガラス対渦は日縁、および底部の一部分だけが残っている。胴体部か ら口縁部にい くほ

ど、ほぼ垂直に近 く緩慢に広がっている。砲弾形と推定される。胎土は、粘土に長石の粒

が含まれている。器壁外面には格子 ロタタキが鮮明に確認される。ガラス膜が内面全面、

および外面の一部にみられる。器壁の厚さは0.9～ 15cmである。

(19)飛鳥池遺跡のガラス小玉用土製鋳型46

ガラス小玉用土製鋳型は、粘土板の一方の面に直径 5mmの半球形の子とが整然とあけられ

ていて、この子との中央に直径 lmm未満のより小さい孔が反対側まで貫通 している。

(20)石神遺跡
47

石神遺跡は飛鳥寺の西北側に位置 している。遺構は大きくA期 (7世紀前葉～中葉)、 B期
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(7世紀後葉)、 C期 (7世紀末～8世紀初)に 区分される。2004年 度の第15。 16次調査では遺跡

の北側を調査 し、この過程でガラス小玉用鋳型、鋳型、水晶、送風口をはじめ、漆の付着

した須恵器の高杯が出土 した。生産関連道具 と原材料、製品の出土から、周辺に工房の存

在した可能性が確認される。

Ⅲ.古 代韓 日における金属・ ガラス製品の生産

1.金製品の生産

金は、石英脈の中の黄銅鉱、方鉛鉱や閃亜鉛鉱を精錬 したり、砂金を集めてオ渦 に入れ

て加熟して生産するため、手に入れるのが困難な金属である。特に、金の熔解点は1064℃

であるために、対蝸を炭火に入れ、輔で風を送 り、1100度以上の温度にまで上げることの

できる専門的な作業が必要で、良質の純金を精錬するためには高度の技術が要求される。

このため金鉱石あるいは砂金を精錬 した純金を使用せずに、主に銀との合金として使用 し

たり、銀あるいは銅板に金を鍍金したり、金箔を被せて使用した。このような材料の稀少

性から、金製品の生産は銅製品の生産施設をそのまま活用したものと推定される。

1)金 ltr蝸

現在 までに成分分析によって金成分が検出された金オ鋼が出土 した遺跡 としては、益山

王宮里遺跡、扶餘官北里百済遺跡、 日本の飛鳥池遺跡がある。そして、金 とともに合金 と

して使用 した銀製品や銀ltr蝸が出土 した遺跡 としては、 日本の飛鳥池遺跡があ り、最近、

成分分析によって扶餘官北里百済遺跡で銀対蝸が確認された。銅、ガラス製品の生産関連

施設および遺物に比べて、その出土事例がかなり少なく、金製品だけを専門的に製作 した

作業場は、ほとんど確認されていない。 このため金製品の生産、および流通については、

金対蝸や金製品に対する遺物分析を通 じてするほかはない。

韓国、 日本から出土 した金対渦は、銀、銅、ガラス靖蝸に比較 して、高さがおおむね 5

cm未満で小形という特徴を持っている。全体的な形態は、小形で臼形の胴部に扁平な底部

や、逆円錐形の胴部に尖った底部である。精錬過程の際の高熱によって、表面にガラス質

化が進行 し、透明なガラス膜が形成されている。胎土は、粘土に小さい砂粒が大量 に混入

されていて、焼成状態は良好な方である。

しかし、金対蝸には地域的に異なる特徴 も確認される。扶餘官北里百済遺跡から出上 し

た金対蝸は、形態的に臼形ないし逆円錐形で、成分分析によって純金や合金が検出された。

小ぶ りな石材の一方を逆円錐形に彫ってつ くった石製金寸蝸が数点出土 した。一方、益山

王宮里遺跡では、低 く小 さい臼形金対蝸は出土 しなかったが、逆円錐形の小形金オ蝸以外

に、平たい胴部に扁平な底部や、逆円錐形をしながらも高さが 5cm以上の大振 りの金jtr絹

が出土 した。表面はガラス質化による透明なガラス膜に覆われている。最後に、飛鳥池遺

260



古代韓 日の金属・ガラス製品生産関連研究の現況と課題

跡か ら出土 した金lH蝸 は、低い臼形の胴部に丸底をしていて、日縁の端部には使用の際の

高熱に耐えるために粘土を補った痕跡が確認される。

このような金lH蝸 の地域的な差異は、金対蝸が出土 した工房で製作 される製品の差異 と

判断される。扶餘官北里百済遺跡や飛鳥池遺跡の金工房は、金銅光背、金銅仏像などの金

銅製品を製作するために銅工房 とともに運営された。一方、益山王宮里遺跡では、金通珠、

毀るなどの製品をはじめとして、金鋲、金糸、金片、金玉など多様な形態の製品や製作過

程の未完成品が大量に出土 した。 このような多様な金製品を製作するためには、製品の特

性にあった専門的な対蝸が必要だったとみられる。

扶餘官北里百済遺跡、益山王宮里遺跡の金対蝸、金製品からは様々な量の銀合金が確認

されたが、銀製品は発見されなかった。一方、 日本の飛鳥池遺跡からは、高 さ10cmで 丸い

胴部に丸底の精質の銀Jtl鋼 が数点出土 した。胎土は、非常に細かい砂粒が少量確認される

精粒質で、表面には高熱によリガラス質化 した透明なガラス膜が確認された。 ところで、

王宮里遺跡からも成分分析によって銀は検出されなかったが、銀lH蝸 と推定 される数点の

小形対蝸片が出土 している。この対鍋片は、飛鳥池遺跡出土の銀lr渦 と酷似 した胎土をし

ていて、金対蝸に比べて口縁の端部が鋭 くつ くられている。

2)王宮里遺跡出土金製品 と日本 出土資料 との比較検討

王宮里遺跡の西北辺地域の工房関連施設からは多様な形態の金製品が出土 し、分析の結

果、金製品の種類別、形態別に銀の合有量に差異があることが確認された。 これらから、

金製品の製作過程において、金の純度に対する意図的な調節がおこなわれていたと考えら

れる。例えば、金蓮珠や金製毀るのような装飾用に使用された金製品は、ほぼ純金である

反面、金鋲や毀路の連結線のように金板の結合や連結といった用途に使用された金製品は、

銀の含量が10%以上であるために比較的硬い。一方、多様な製品あるいは道具をつ くるこ

とができる金糸、金片は、銀の含有量から大きく4つ のグループ (5%未満、5～ 10%、 10～

20%、 20%以上)に区分される。銅は、ごく少量含まれる。これらからみて多様な金銀合金

製品は、精錬によって金純度を高める過程で得られたものではなく、金、銀それぞれ別途

に精錬した後、金に銀を意図的に配合してつくられたものとみることができる。すなわち、

益山王宮里遺跡、扶餘官北里百済遺跡の銀Jtr渦の存在は、高度な技術によって金製品の製

作がなされていたことを示すものである。

(1)金蓮珠

完成品としては金蓮珠、金製毀塔がある。最近の研究48に よれば、金蓮珠は2種類の製作

技法、すなわち2個 の半球を上下に接合する方法や、6個の花弁をそれぞれつ くった後に接

合したり、金玉の狽I面 を押して6個の花弁を成形する方法で製作されたようである。半球は、

金板を凹型の花形枠に押 し込んで成形した後に、部分的に研磨してつ くったと推定される
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が、半球の接着部や端部に鋳型の端部にみられる痕跡が確認され、鋳造製品であった可能

性 もある。金蓮珠の直径が0.4～ 0.6cm、 高さが03～ 0 5cmであるために、内部の状態や側面

の接合状態を正確に知ることはできない。 ところで、これと類似 した形態の金蓮珠は、韓

国の陵山里古墳群、日本の藤ノ木古墳か らも出土 した。特に、日本の6世紀後半代の藤ノ木

古墳から出土 した金蓮珠
491ょ、直径約2.3cm、 高さ約2.3cmと 王宮里遺跡出上の金蓮珠に比べ

てかなり大 きく、銀製半球 2イ固を接合 した後に鍍金 している。

(2)金 鋲

金鋲は、九 く膨 らんだ頭部 と丸 く処理 されている胴体部分と角ばる端部からなる。長 さ

は1.5cm以上で、厚みは lmm内外である。鋲は、金棒 を一定の厚 さに叩いて成形 した後、

頭部を熱処理 して丸 くつ くり、胴体を研磨 して仕上げたものと推定される。鋲の用途は、

大 きく二つあったと推定される。一つは、鞘装飾の金板 を連結するために鋲の胴体部分 を

か しめて使用 したものである。長さ3.24mmの短い頭部だけが残ったものや、頭部の無い長

さ9.27mmの 金鋲片が発見された。もう一つは、鈴帯、鐙、杏葉のように金属板と革を結合

する道具として用いられるものである。 日本の藤ノ木古墳から出土した鐙には、長 さ約

2cmの丸い頭部を持った金銅のかしめ鋲が確認された。飛鳥池遺跡からは、長さ2cmの銅

鋲が大量に出土した。

(3)金 糸

金糸あるいは金属線50の 両端をもって捩って巻いた後、二つの板の間に転がして表面を整

えたり、あるいは細い芯に巻いてつ くる方法は、線引き技法や鍛造法に比べて労働力 と時

間を節約できる長所がある。捩 り技法のなかでも、両端をつかんで捩った線 (Ыock―twisting)

としては、天安龍院里44号墳出上金製耳節、晋州中央洞、益山王宮里、日本では京都府坊

圭山1号墳出土耳飾があって、金属塊を叩いて薄く延ばして、細 く切 り、よじった線 (st� p―

twising)と しては、義城塔里古墳 1移卜の金銅冠、慶州皇南大塚南墳の銀冠装飾、慶州皇吾

里4号墳出土垂飾があり、金属塊を叩いて薄く延ばした後、細く切ったものを芯に巻いた線

(strip‐ drawhg)と しては、扶餘陵山里出土金糸、益山王宮里出土金糸および環、扶餘宮南池

出土金糸、日本では東京国立博物館所蔵耳飾遊環、大阪府阿武山古墳、滋賀県野洲町甲山古

墳、島根県上塩冶横穴墓、千葉県金鈴塚古墳、長崎県勝本町漑六古墳出土金糸などがあるユ。

このように、王宮里遺跡出土の金製品類は、百済や日本の6世紀代の古墳出土金製品類 と

主に比較される。ただし、そうでありながらも素材や製作技法の差異のみならず、加工技

術、製作技法において若干発展した様相をみせている。金蓮珠は、韓国、 日本出上の他の

事例に比べて小さく、かつ異なる製作技法によってつくられている。また、非常に複雑で

多様な刻み文様がある薄い金板や、精巧につくった多様な金属線、耳環、金鋲などもある。

そして、遺物の製作および使用の特性によって、銀の合量の調節がなされている。百済の
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金製品製作技術が最絶頂にあった当時の姿をみることができる。

2.銅 製 品の生産

1)慶州地域 における鋼製品の生産

慶州地域において、青銅工房関連施設は皇南洞、東川洞を中心に炉址、竪穴、焼土廃棄

地などが確認されている。慶州皇南洞376号遺跡は、紀元後 6世紀後半～ 9世紀代にわたる

生活遺跡で、ここか らは7世紀代のガラスと玉工房が確認された。日縁内径 12cm、 深 さ

4cmの銅ltr蝸 は銅鉱石の粉末と炭を入れた容器で、炭火によって銅を製錬 していることが

明らかになった。また、慶州市東川洞68卜1番地遺跡は、統一新羅時代の工京遺跡とこれに

付属 した銅工房関連施設、そして高麗時代～朝鮮時代までの生活遺跡で、70× 70cmの長方

形竪穴の中に、内径13cm、 炉壁厚 3～ 4cm、 高さ15cmの小さい銅製錬炉が出土 し、炉内に

は約0 5cmの 銅津が広がっていた。また、この炉内の土には銅の微粒子が混 じっていて、炉

の下には輔の孔があった。

2)扶餘地域 における銅製品の生産

扶餘地域の青銅工房関連施設は、官北里、双北里地域を中心 として鉄 とガラスを製作 し

た工房址 と一緒に発見されている。扶餘で、銅、鉄、ガラスを製作 した工房 l■ が確認され、

酒洸期の扶餘において、製品を直接生産 していたことが明らかとなった。扶餘漑北里遺跡

のⅡ地点 9号建物址から頭部が失われた金銅菩薩立像が出土 し、7・ 11号建物址からはガラ

ス靖渦 とともに注目がついた銅オ渦片が出土 した。扶餘双北里遺跡出土品の中で正確な出

土経緯や位置が知 られていない対蝸の中に、コマ形の胴部で尖底形の底部中央 に突起のあ

る銅lH蝸 2点がある。そして、扶餘官北里百済遺跡のナ地区で工房が出土してお り、ここか

らは金lH蝸、「官」銘土製品、深鉢形土器ltr蝸、ガラスオ蝸、鉱淳など工房関連遺物が出土

した。これ以外の銅対渦 としては、扶餘伝離宮l■ 出土品、扶餘扶蘇山建物址出土品がある。

扶餘地域出土銅射鋼は、形態的にみると底が尖っていて胴部が外になだらかに広がるもの

と、若千垂直に上がるものに区分 される。一方、銅対蝸 と関連する金属製品の鉾絶は、扶

餘佳塔里、旧衛里百済井戸址、陵山里建物址、官北里推定王宮址などから出上 した。

3)三宮里遺跡 における鋼製品の生産

益山王宮里遺跡の西北辺地域、東西石築 4窯址、講堂址下部の不定形遺構か ら、銅射蝸を

はじめ、銅滓、砥石、土製鉢籠、送風管 と推定される土製品、壁体片、各種金属製品製作

過程で発見される石材などが出土 した。銅対蝸、および銅淳に射する成分分析の結果、純

銅 (Cu)、 青銅 (cu+snま たはCu+Sn+Pb)、 黄銅 (cu+zn)が確認され、銅、錫、鉛の比率に

よって異なる対蝸を使用 して製錬、熔解 していたことがわかった。 しかし、銅対蝸が炉に

設置されている工房址は確認されず、銅製品も確認されなかった。ただし、王宮里遺跡の

銅工房 と関連する遺物 としては、王宮里五重石塔の舎利荘厳具中に百済武王代の作品と推
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定 される金銅舎利外函、お よび金銅舎利内盆があって、銅板 に金鍍金 していることが分析

を通 じて確認 された。

4)日 本 における銅製品の生産

日本では、弥生時代から銅製品の製錬、熔解 と関連 した銅対捐、鉾籠などの鋳造関連遺

物が、韓半島と近い北九州の佐賀県鳥栖市安永田遺跡、福岡県春 日市大谷遺跡、須玖尾花

町遺跡、須玖唐梨遺跡などで出土 している。鋳造関連遺物の中で注 目される遺物 として、

比恵遺跡、須玖永田遺跡、那珂遺跡で出土 した取瓶がある。取瓶とは熔解炉 (対蝸)で得 ら

れた金属を溜めて鋳型に注 ぐ道具である。比恵遺跡で出土 した取瓶は、杯身部と円筒形の

台脚か らなる。復元高は16cmで、杯身部の容量は280ccと 推定され、復元重量は2650gで あ

る。口縁部に注目がついていて若干傾斜 している。内面には、熔解 した金属素材の残津が

溶着 している。

紀元後 7～ 8世紀の総合工房遺跡である日本の飛鳥池遺跡からは、金属製品の生産、およ

び加工 と関連する金属イ蝸や蓋をはじめとして、鉄・銅滓、送風日、銘籠、砥石、銅・鉄

製品などが出土 した。飛鳥池遺跡か ら出土 した銅対蝸は、丸底に砲弾形の胴部をしたもの

と、椀形をしたものに区分される。砲弾形の胴部をしたltr蝸 は蓋をもち、大形と小形に細

分される。一方、椀形の姑渦は土師器を再利用 したもので、銅オ蝸 と類似する。銅 。青銅

製品には、板金で製作された人形、銅鋲などがある。

日本 とは異なり、韓国の対禍は三国時代に登場 し、銅対蝸の形態も地域的に差異がある。

扶餘官北里、誤北里、益山王宮里遺跡などの百済地域では、砲弾形の胴部に尖底に近い九

底の底部や、中央に突起がついた形態が主流をなしている。一方、慶州皇南洞、東川洞な

ど三国～統一新羅時代の遺跡では砲弾形 も発見されるが、鉢形が主流をなしている。土器

を再利用 した銅靖蝸には、扶餘官北里百済遺跡の深鉢形土器を再利用 した対渦、慶州皇南

洞376番地統一新羅時代遺跡から出土 した台付椀の台脚部を取 り外 した対鋼がある。また、

王宮里遺跡の亜鉛が検出された銅対蝸の蓋をのぞ くと、韓国では銅対蝸の蓋はほとんど発

見されていないが、 日本では飛鳥池遺跡、川原寺寺域北限遺跡から銅対蝸の蓋が多数発見

されている。一般的に、銅対蝸の胎土は粘土に砂粒が大量に含まれていて、王宮里遺跡で

出土 した銅対蝸には、土器破砕片が含まれている。このように、韓国、日本で銅工房 と関

連 して最も多 く出土する資料であるltr蝸か らは、相異なる様相が確認され、この理由を究

明するための比較研究が必要である。

5)王宮里遺跡の銅対蝸 と日本の取瓶

日本の銅生産工房関連遺物のなかで、韓国と異なる独特な遺物が取瓶である。取瓶は、

日本では弥生時代後期に主に出土するが、韓国では青銅器時代に取瓶は出土 してお らず、

三国時代に鉢形あるいは砲弾形の対蝸が出土 している。韓国において、金属原料を熔解、
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製錬 した り、金属材料を鉾籠に注入するためには取瓶や対蝸が必要であったと推測 される

が、いまだ青銅器時代の遺跡か らこのような遺物は発見されていない。一方、 日本では、

弥生時代以来、ほぼ全形復元が可能なlH鍋 や、取瓶が出土している。このような状況から、

鉢形の銅対蝸は出土 していないが、相当に多様な形態的変異をみせる王宮里遺跡出土の銅

JH鋼 と日本出土の取瓶についてそれぞれ細か くみていこう。

(1)王宮里遺跡の銅ltr渦

銅姑鍋は、砲弾形の胴部をもつガラス・金ltr蝸 とは異なり、手で両方から押 してつ くっ

た注目がついていて、大きさは比較的多様な様相をみせている。胎土には、土器破砕片 (ガ

ラスJtr蝸で一部確認)が含まれている。銅対蝸は、錫 (sn)、 鉛 (Pb)、 亜鉛 (Zn)の 含有の有

無によって、純銅、青銅 (cu+snま たはCu+Sn+Pb)、 黄銅 (Cu+zn)対 蝸に区分される。日本

の飛鳥池遺跡をはじめとして、各時代の遺跡から主に出土する平たい形態の銅対鋼は確認

されなかった。

銅Jtr蝸 は、底部の形態によって 3型式に区分される。銅対蝸 1型は丸底に近い尖底である。

注目の製作方式、および口縁の平面形態によって 2型式に細分される。la型式は、日縁の

一方に指で押 して外方向に突出させていて、日縁の平面形態は不定形に近い楕円形で、器

壁は薄い方である。lb型式は、器壁がかなり厚 く口縁上の一方に溝が彫 られていて、日縁

の平面形態はほぼ円形である。lb型式の中に、対鍋を成形 し焼成 してつ くった後 に、日縁

の一方を意図的に彫って注目をつ くった対蝸が 1点確認された。おそらくlH渦 を使用する

過程で、薄い溝の注目部をより広 く意図的に彫 り出したと推定される。ttlH鋼 2型は、底部

の中央に突起が突出していて、日縁の平面形態は円形あるいは楕円形である。注 回の製作

方式、および口縁の平面形態によって 2型式に細分 される。2a型式は口縁の一方 を指で外

方向に突出させていて、日縁の平面形態は不定形に近い楕円形をしている。この ような2a

型式は大 きさによって、高さが 5cm未満で器壁が若干厚いもの (2a¬ 型)と 、 5cm以上で

器壁が薄いもの (2aヒ 型)に さらに細分 される。2b型式は器壁がかなり厚 く、日縁上の一

方に突出した注目部に広めの溝が彫 られていて、口縁の平面形態はほぼ円形に近い。3型式

は、九い胴部で尖底に近い丸底をしている。口縁の一方を指で押 して外方向にかすかに飛

び出させていて、厚さは比較的厚いほうである。

P―XRFに よる非破壊分析によって、亜鉛 (zn)が検出された黄銅対蝸が発見され、黄銅

製品の存在 した可能性 と関連 して注 目される。 しか し、銅鉱石の製錬時、鉱石に含 まれて

いた亜鉛が不純物 として混 じった可能性 もある。一方、亜鉛は熔解点が419.5℃ 、沸点が

906℃ と、簡単に気化 してなくなってしまうために亜鉛の大量添加は難しい。 したがって、

王宮里遺跡の銅工房における亜鉛の意図的な添加の有無と責銅製品の製作問題は、さらに

精密な研究がなされねばならないであろう。
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(2)取 瓶

弥生時代の鋳造関連遺物の出土例は、比較的出土事例が多い鋳型を除 くと、北九州佐賀

県鳥栖市安永田遺跡、福岡県春 日市大谷遺跡、須玖尾花町遺跡、須玖唐梨遺跡、福岡市博

多区那珂遺跡群 8次調査地点があり、工房が確認された遺跡 としては佐賀県三田川町吉野ケ

里遺跡、須玖坂本遺跡、須玖岡本遺跡 L地点、須玖永田遺跡、黒田遺跡などがある52。 近畿

地方周辺の遺跡では兵庫県北山遺跡、今宿丁田遺跡、平方遺跡、東奈良遺跡、鬼虎川遺跡、

瓜生堂遺跡、唐古・鍵遺跡などがある。対蝸 と取瓶の出土例は少ない。唐古鍵遺跡か らは

lr蝸 の可能性のある資料が出土 している。取瓶が出土 した代表的な事例 として、比恵遺跡、

須玖永田遺跡、那珂遺跡をあげることができる。

日本では一般的に、金属素材を熔解するための容器を対蝸、熔解 した素材を鋒範に注 ぐ

ための容器を取瓶と定義 している53。 ところで、比恵遺跡第40次調査で14蝸や取瓶と推定さ

れる青銅の熔解 と関連 した容器形の上製品が発見され、報告者は形態および胎土から2種類

に区分 した。1類 は、精選した胎土の鉢形杯身部と円筒形の台脚からなり、厚い器壁で、日

縁上段は水平な平坦面をなしている。2類は、軟質の胎土に全体的な形態が鉢形で、日縁上

段の器壁側面に注目が付 くものである。l類 は靖絹、2類は取瓶のような用途を想定 したが、

その逆の可能性や兼用の可能性 もあり、使用用途を明確に区分するのが難しい54。
深鉢形の

土製品は素材の熔解用対蝸で、浅鉢形の土製品は注湯用の取瓶である。

① 比恵遺跡群第40次調査出土取瓶

比恵遺跡群第40次調査では、日縁部 7点、胴部 4点、台脚部 4点、計15点 の取瓶が出土 し

ている。廃棄過程で共伴 した土器からみて、廃棄時期は弥生時代後期後半の末期である可

能性がある。すなわち製作・使用時期は弥生時代後期後半頃と推定される。

比恵遺跡群第40次調査出土取瓶は、日縁、胴体部、底部の形態、胎土、焼成状態によっ

て2種類に区分される。

第 1類は、細粒質の泥質粘土の胎土で、焼成状態は良好、器壁は厚 く、口縁上段に水平

な平坦面をもっている。器形は杯身部と円筒形の台脚部からなる。器形を復元すると高さ

16cm、 杯身部の日径 (外径24 7cm、 内径17 0cm)、 杯身部の高さ (5～ 10 2cm)、 台脚部の直径

15cm、 台脚部の高さ14.5cmである。杯身部の容量は約280ccで、復元重量は2650gで ある。

色調は全体的に明灰色をしていて、内面は黒灰色、外面は部分的に暗灰色～黒灰色をして

いる。杯身部は浅鉢形である。胴部の器壁は4cmほ どである。日縁部の幅35～ 4.Ocmの 平坦

面を形成 している部分に注目部がついている。平坦面は内傾 していて、日縁部の漏斗状の

長い突出部は鋳型に注 ぐ際に溢れ出るのを防止 し、熔解された金属材料の表面の津を除去

するための工夫とみられる。杯身部の内面全体にわたって微細な真土を約0.5～ 0.8mmの厚

さで重ね塗 りした痕跡が確認され、日縁部にも確認される。内面に熔解 した金属素材の残
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津が熔着 した部分があり、内面底部の注口部に残津が確認される。

第2類 は、粗悪な軟質の胎土で、日縁部の器壁は2～ 3cmと 薄い。全体の器形は口縁部の

形状などか らみて基本的に鉢形である。口縁部の上段に片口状の注目部が設置されていて、

日縁上端部の下に孔の穿いた注目部があるものは、永田遺跡の事例に近い形態をしている

と想定される。第2類は唐古鍵遺跡や永田遺跡の出土事例と類似 した鉢形と考えられ、姑渦

の可能性が高い。

② 須玖永田遺跡出土取瓶

須玖永田遺跡出土の取瓶は鉢形で、胴部の器壁が薄 く、胎土にスサが混入されていて、

注目部の内面に淳を除去するための構造をもつ点が特徴である。 したがって、比恵遺跡出

土取瓶とは形態的に異なる。

③ 那珂遺跡群 9次調査出土取瓶

那珂遺跡群 9次調査において55、
古墳時代前期の方形周溝墓 と溝内から出土 した取瓶は、

15× 13× 14cmの大きな破片で、全体の 1/6程度が残っている。注目部分の残存状態か らみ

て、全体の形態は長鉢形の本体側面に、金属素材を鉢拒に注 ぐための小さい孔が lヶ 所位置

するものと推定される。普通の土器に比べて、器壁は25～ 3cmと 厚い。外面は灰褐色 を、内

面は熱を受けたり、付着物 とみられる部分は淡灰黄色 と灰色をしている。注国内面には3cm

ほどの範囲に、胎土と異なる粘土が重ね塗 りされている部分が確認される。胎土は、粘土

に微細な砂粒質が含まれている。外面には調整痕、特に注目の下側に指頭痕が観察される。

比恵遺跡第40次調査出土の取瓶に比べて、那珂遺跡 9次調査出土の取瓶の注目部は、逆三

角形の比較的大 きく突出した孔をしていて、胎土は精良で緻密な泥質で、色調は淡灰褐色

をしている。そして大きさでも比恵遺跡40次調査出土取瓶の復元外径が24cmであるのに対

し、那珂遺跡 9次調査出土取瓶の直径は35cmと 推定される。内面の付着物に対する蛍光X線

分析の結果、銅、鉛、錫が検出された。製作 。使用時期は共伴 した土器からみて、弥生時

代後期前半と推定される。この取瓶を使用 して鋳出できる容量は1800cc、 青銅の比重は 8

程度と考えられ、約14kgの材料を注入できる規模である。したがって、この取瓶は大形青

銅器を代表する広形銅矛を製作するために使用された可能性が高い。広形銅矛が 1個体2.5

～3kgと みると、約 4～ 5個体程度を鋳造 したものと推定される。

(3)日 本の鋼製品製作関連遺物 :取瓶以外

日本における銅製品の製作 と関連するlH蝸 や取瓶以外の遺物 としては、大 きく原料 を熔

解、製錬する作業と関連する送風管あるいは送風回、炉壁体片、各種鉱淳、製品の形態を

つ くり金属材料を注 ぐ鉾籠、製品を加工するための道具である砥石などがある。このなか

で、銅製品の製作 と直接的に強 く関わる遺物 として対蝸 と取瓶をあげることができる。
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① 鉾 籠

日本では弥生時代以来、銅剣、銅矛、銅鐸などをはじめとする多様な銅製品の土製ある

いは石製鉢範が発見され、仏教が伝来した後には仏像、鐘など仏教製品の鉾範がいろいろ

な遺跡から出土する。大学府政庁遺跡から出土した土製鋳型の事例からみて、金属製品用

土製鋳型の内面は、明灰青色の細粒質砂質粘土が約5mmの厚さで非常に滑らかに重ね塗り

されているという特徴をもっている。この重ね塗 りした部分は、高温の金属材料が注入さ

れたために明灰青色あるいは灰黒色をしている反面、鉢範の熱気を直接受けない部分はお

おむね明黄褐色あるいは赤褐色を呈している。胎土は、粘土に小さい砂粒が少量含まれて

おり、かなり精選されている。

一方、王宮里遺跡で出土した金属製品の鋒範と推定される土製品と類似した形態の鉾絶

として、筑紫郡大宰府町所在緒笠川南条坊遺跡から出土 した花瓶鋳型がある。韓国国内で

も、慶州西部洞などで銅製品の鉢範が出土しているが、その出土数量は日本にはるかに遅

れを取っている状態で、日本の資料を活用 して、韓国の鉢危の用途を究明する研究がなさ

れなければならないだろう。

② 送風管と送風日

送風管、あるいは送風回は、銅製品の生産遺跡から多 く出土する遺物で、使用過程で強

く被熱して、一方の端部がひどく変形したり、ガラス質に覆われている。全体的な形態は

一方の端からもう一方の端にいくほど、幅が緩やかに狭 くなり、外面は成形過程で長軸方

向にハケメ調整による狭い稜線が形成され、内面は九く処理されている。

平城京左京一条三坊56か ら出土した送風管の内径は約3cmで、使用過程の際の高熱によっ

て赤色、あるいは灰緑色を呈したガラス質が外面全体を覆っている。特に、熱を直接に受

けた部分は黄灰色を呈している。胎土は、粘土に少量の小さな石粒と大量の砂粒が含まれ

ている。大学府政庁遺跡で出土した送風管の場合は、表面に明灰黒色をした物質が付着し

ていて、この物質が使用過程で付着したのか、それとも堆積以降の過程で生 じたものなの

か明確ではない。飛鳥池遺跡で出土した送風回は、炉に最も近い地点から灰黒色―明灰褐

色―明赤褐色をしていて、黒色のガラス膜が被さってお り、被熟の程度による色調の変化

を確認できる。

一方、王宮里遺跡で出土した送風管と推定される土製品は、幅が内部にいくほど広がる

フラスコ形をしている。外面はなめらかに調整されていて、内面に成形過程で生じた横方

向の稜線が形成されている。胎土は、粘土に小さい石粒が少量含まれている。一部分だけ

が残っていて、全体的な形態を知ることはできないが、送風管あるいは送風日と類似 した

形態をしている。
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③ 砥 石

川原寺寺域北限の調査57、 飛鳥池遺跡などガラス・銅製品生産遺跡から、多様な形態の砥

石が出土した。特に川原寺寺域北限の調査では、砥石60点以上がSD605の北西を中心に集中

して出土した。石材は、石英斑岩、砂岩、流紋岩が主である。大きさによって、大形 と小

形に区分される。全体の形態は不規則な多面体である。表面に使用痕が観察される。

一方、益山王宮里遺跡で出土した砥石は、大部分が細粒質の砂岩である。砥石は、大 き

な板状の石材を若千整えて、広い面を主に使用したものと、母岩から取 り出した不定形の

剥片のいくつかの面を最大限使用し、小さくなった砥石に区分される。鋭い刃を加工する

ための溝の痕跡が露出した砥石も確認された。

④ 壁体片

表面は、強い被熱によるガラス質化によるガラス膜が覆っており、部分的にひび割れし

ていて、大きい石粗が露出している。金属津が表面に付いていたり、熱によってひどく変

形した部分も確認される。一方、内部は、焼成後ほぼ変形せずに残っていた。残存厚は約 3

～5cmで、内部に植物性材料の混和は確認されなかった。以上から工房関連施設の炉壁体

と推定される。

⑤ 鉾 滓 (ス ラッグ)

鉢津は原料の製錬、および熔解、製品の鋳造など金、銅製品の製作によって生じ、多様

な形態、様相をしている。ところで、鉢滓の大部分は銅製品と関連した製錬、熔解、鋳造

過程で生じるものである。銅製錬、および熔解過程で固形化した塊と、異なる土器や石材

に付着したものに区分される。銅鉾津は固形化する過程で多様な形態となり、灰黒色、赤

褐色、灰色など多様な色調をしており、長期間の被熱によって表面に気泡のように生 じた

孔とともにガラス膜が形成され光沢を帯びている。

3.ガラス製品の生産

1)ガラス鋳造用上製鋳型

① 出土様相

ガラス鋳造用上製鋳型は、韓国では紀元後 1～ 3世紀にかけて、河南決沙里遺跡や海南郡

谷里貝塚などの原三国時代の住居llLや 貝塚から出土する。一方、日本では主に紀元後4世紀

前半～8世紀にかけて大量に出土する。特に、韓国では出土しない管玉鋳造用上製鋳型が、

弥生時代前期～古墳時代にかけて、福岡県春日市五反田遺跡など九州地域から集中的に出

土している。

全体的な形態を推定できるガラス玉鋳造用土製鋳型は、韓国では河南湊沙里遺跡、益山

松鶴洞遺跡から出土した。平面形態は長方形で、内部のガラス孔の全体的な方向は一定で

あるが、間隔は一定ではない。そして内部に直径約5mmの孔があいていて、さらにこの中
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央に直径 lmmの針、あるいは芯材用の孔が反対側まであいている。針孔に使用される材料

としては、ソゥルの風納土城経堂地区9号遺構から出土 した鉄針が唯―である。風納土城で

は多様な色調のガラス玉とともに、ガラス津 も大量に出土 している。

日本の古墳時代に西新町遺跡、豊島馬場遺跡、川戸下遺跡から出土 したガラス鋳造用上

製鋳型が長方形であるのに対 して、7～ 8世紀、飛鳥～奈良時代の平城京左京一条三坊など

か ら出土 したものは楕円形である58。
特に、平城京左京一条三坊から出土 した土製鋳型は、

長辺が平行で短辺が丸い長楕円形をしている。内部の孔の大 きさや形態は、ガラス製品の

大 きさによって大形 (約 5mm)と 月ヽ形 (約 3mm)に 区分され、針子しが反対側まであいている

ものと、中間までのものに区分される。針の材料 としては、鶴ヶ岡 1号墳から出土 した断

面三角形の芯材 と泥質の離型剤があ り、畑木小谷遺跡 と総世寺裏古墳から円形のイネ科植

物の茎が確認された59。
また、飛鳥池遺跡から出土 した針孔がないガラス鋳造用鋳型は、lI

捐 と瓦片を再利用 して小さい孔をあけている。このように日本では、ガラス鋳造用土製鋳

型が時期的に形態差をもっているのみならず、ガラス製品の大 きさによって異なる鋳造用

鋳型が製作された。また、九州→関東・畿内→中部地域へ と拡大 していく時・空間的な展開

の様相をみせる。

② ガラス鋳造用土製鋳型の製作と使用

ガラス鋳造用土製鋳型を製作する方法と関わる問題がある。土製鋳型の材質が遺跡内の

土器と同じものなのか、異なるものなのかという問題である。製作過程において全体的な

枠を定めたうえで芯の孔をあける方法と関連している。土製鋳型は専門的な用途で特別に

製作されるもののほかに、土器や瓦製品を再利用する事例 もある。特に、日本の飛鳥池遺

跡では二つの事例のいずれも確認された。おおむねガラス用土製鋳型に用いられる土は、

土器に使用されたものとほとんど差異がなく、小さい砂粒質を大量に含むという特徴をも

っている。ただし、紀元後 5～ 6世紀の遺跡である大阪府讃良郡条里遺跡から出土したガラ

ス鋳造用土製鋳型をはじめとするガラスエ房関連遺物は、赤褐色の粘上に小さい砂粒が大

量に含まれていて、他の土器類とは明確に異なる特徴をみせている。また、ガラス用土製

鋳型の材質は、日本の中で地域的に若千の差異をみせる。豊島馬場遺跡、川戸下遺跡、鶴

ケ岡 1号墳など関東地方出上の土製鋳型は、粘土に小さい石粒や砂粒が大量に含まれてい

てざらざらしているのに対 し、古墳時代前期の九州地域にある西新町遺跡出土土製鋳型は

粘土にほとんど砂粒が含まれておらず、かなり精選されている。そして、日本の8世紀代の

平城京出土土製鋳型には粘土に小さい砂粒が少量含まれていて、下面には布目痕が観察さ

れる。また、ガラス鋳造用土製鋳型内部の孔は、行列間隔が正確に一致しないことから、

鋳型のいずれかの端部から順番にそれぞれ刺突してつ くったことがわかる。特に、楕円形

のガラス鋳造用土製鋳型の端部には、正方形に孔が穿いていない部分が確認されるが、こ
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れは金針のような道具で土製鋳型をつかむための部分と推定される。特に、平城京左京七

条一坊十五 。十六坪から出土 した土製鋳型には、1.5× 1.5cmの 方形の範囲に孔があいていな

かった60。
孔内部の針孔 も、磨耗状態からみて焼成前に穿けられたものと推定される。

ガラス鋳造用土製鋳型にみられる色調の変化が、焼成過程、使用過程、あるいは堆積過

程のどの段階で発生 したのかを判断する際にも問題がある。豊島馬場遺跡、川戸下遺跡、

鶴ヶ岡 1号墳から出土 したガラス鋳造用土製鋳型はおおむね明赤褐色をしているが、携型

の下面、端部、孔周辺は明灰黒色をしている。 このような土製鋳型の変色は、使用過程中

の熱や煙気によるものとみられる。 しか し、このような変色が下面の中心から周辺に一貫

性を持って現れてはおらず、欠けた断面 も明灰黒色をしているため、堆積過程で発生 した

と考えることもできる。また、焼成過程においても多様な色調が現れうる。 したがって、

土製鋳型の使用方式に対する研究とともに、復元実験を通 じて色調変化のパターンを探る

必要がある。同時に、使用程度による土製鋳型の区分を通 じて、土製鋳型によるガラス生

産の規模を把握することができ、土製鋳型がもつ機能や意味を明らかにすることもできる。

一方、ガラス鋳造用上製鋳型の内部の孔に使用 された材料については、韓国では風納土

城か ら出土 した鉄針が、日本ではイネ科植物の茎がある。 日本の鶴ヶ岡 1号墳から出土 し

た五角形の芯材は、正確にはどのようなものであったのかわからず、 日本でガラス鋳造用

土製鋳型を用いたガラス復元実験では、ウニの棘が使用された事例がある。芯 として使用

するためには、高温のガラス溶液によっても溶けず、かつガラス製品が硬化 した後に取 り

外 し可能でなければならない。 したがって、風納土城の場合のように鉄針を使用するため

には、鉄針を上や有機物で包む必要がある。今後、韓国においても新資料の発見とともに、

復元実験を通じて、最も適した芯材に対する分析をおこなわなければならない。

2)ガ ラス射蝸

① 形態と出土様相

ガラス対鍋は、形態と容量によって区分される。韓国と日本で出土したガラスjtr禍 は、

地域や時代によって形態的、製作技法的に異なる特徴をみせている。蓋を含めた韓国と日

本のガラスltr渦の最も大きな差異として、外面の「Πき痕をあげることができる。飛鳥池遺

跡をはじめとする日本出土のガラス対蝸と蓋は、成形過程で外面に格子文が刻まれたタタ

キ板で叩くために叩き痕が鮮明に確認されるのに射 し、韓国では現在まで叩き痕が確認さ

れたIr堀 は出土していない。益山王宮里、弥勒寺址、扶餘官北里、扶蘇山廃棄址などから

出土したガラスオ蝸は、おおむね器高が15cm以上で、底部から日縁にいくほど胴部幅がな

だらかに広がるやや尖った形態をしていて、底部は尖底であったり中央に突起がついてい

る。一方、扶餘双北里遺跡から出土したガラス対絹は、底部付近で丸 く広がったり、砲弾

形の胴部をしている。
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飛鳥池遺跡から出土 したガラス姑塙は、大きさと容量から三つに区分される。第 1型式は、

日径10.Ocm、 内径8.5cm、 器高16～ 11 5cm、 深さ13～ 8.4cmで 、330～ 480(270～ 380)ccで あ

る。第2型式は、日径8 5cm、 内径6.5cm、 器高10.7～ 10 1cm、 深さ92～ 6.4cmで、160～250

(80～ 180)ccで ある。第3型式は、日径6.5cm、 内径55cm、 器高10.4cm、 深さ7 8cmで 、120

(90)ccである。形態上、中央に突起がある底部か らなだらかに外に広がって口縁につづ く

胴部をもつものと、尖った底部か らなだらかに外へ広がった後にほぼ垂直に近 く直立 して

日縁につづ く胴部をもつものに区分される。前者は、外面の叩 き痕を除 くと王宮里遺跡か

ら出上 した靖蝸 と類似 した形態をしていて、後者は、比較的小形で、扶餘双北里遺跡から

出土 したと伝わる銅対蝸
mと 、千葉県下谷遺跡出土姑蝸 と類似 した形態をしている。一方、

平城京、中畑遺跡、寺家遺跡などから出土 した銅対蝸は、砲弾形の胴部に丸底をしている。

このような形態 と類似 したガラスオ捐は、扶蘇山廃棄l■ からも出土 していて62、 この対鋼は

器高が比較的低 く平たい形態をしている。

益山王宮里遺跡は、扶餘官北里・双北里遺跡に比べて、ガラス対蝸の形態的な定形性が

低 く変異幅が大 きい。王宮里遺跡出土のガラス姑鋼は、次のような形態的特徴をしている。

日縁は胴部か らなだらかに外に広がってるか、胴部からほぼ垂直に近 く直立、もしくはな

だらかに内彎 した形態をしている。胴部は底部か ら大 きく外に広がった り、なだらかに広

がるものなど、全体的に丸い形態をしている。底部は、尖底や丸底に近い尖底をしている

ものと、中央に突起がつ く形態に大きく区分される。一方、扶餘官北里・双北里遺跡出土

のガラス鮒蝸は、かなり平たい胴部をするものもあるが、おおむね砲弾形に近い胴部をし

ている。これに対 し、 日本で出土 したガラス対渦は、おおむね砲弾形に近い胴部をしてい

て、底部は尖底に突起がついていたり丸底をしている。このようなガラス対蝸の差異は、

時期差、および用途上の差異 とみることができる。益山王宮里遺跡、弥勒寺址、扶餘官北

里・双北里遺跡のガラスエ房は、百済末の7世紀前半であ り、 日本の飛鳥池遺跡は7世紀後

半であ り、平城京遺跡は8世紀である。したがって、ガラス対蝸は、王官里遺跡における大

きさが15cmと 比較的大形で形態的に多様な様相から、飛鳥池遺跡で使用用途によって大き

さ、および容量が三つに規格化、定型化される過程をへて、平城京で単一化するものとみ

ることができる。対鋼の形態を細か くみていくと、胴部は底部から回縁にい くほどなだら

かに外へ広がる形態から、典型的な砲弾形、あるいは円筒形に変わ り、底部は尖底や中央

に突起がある形態か ら円形に変化する。製作技法においては、タタキ板で成形する方式が

時期的に新 しい段階に認められる。

② ガラス鋳造用土製鋳型との関係

ガラス対蝸の機能や用途に関連する点として、銅対蝸にはある注目が付いておらず、蓋

が存在する点をあげることができる。対鍋に注目が付いていないために、液体状態のガラ
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スを直に鋳型に注がずに、他の小形の道具を使用 して鋳型に注いだ り、棒のような道具で

溶解 したガラスを掻 き出す ドローイング (drawing)技 法と、ヮインディング (winding)技

法を使用 したものと推定される。王宮里遺跡出上のガラス汁蝸のなかに、内部に棒で掻 き

出した痕跡が鮮明に確認されるものがある。外面に付着 したガラスは、鋳型に注 ぐことで

生 じた痕跡ではなく、溢れ出したものと推定される。このように蓋があって、注目がつい

ていない 7～ 8世紀のガラス対蝸は、ガラス鋳造用土製鋳型に注 ぐための用途には使用され

なかったと推定される。ガラス鋳造用土製鋳型は、それに方鉛鉱、石英などガラス製作原

料を粉末形態でいれてつ くったり、ガラス対蝸で抽出したガラス原料を粉末としてつ くっ

ておいて鋳造 したものと推定される。 したがって、ガラス鋳造用土製鋳型とガラスlH蝸 は、

ガラス製品の製作方法上の差異を説明する資料 と考えられる。 ところで、韓国では現在 ま

で、ガラス鋳造用上製鋳型が原三国時代には存在するのに対 し、三国時代ではまだ確認さ

れていない。そして、王宮里遺跡などで鋳造 してつ くったものと推定されるガラス玉は発

見されているが、自然科学的な分析を通 じて、鋳造 したものであるのか、ガラス片を丸 く

研磨 してつ くったものであるのかは確認されていない。よって暫定的にではあるが、韓国

では日本 とは違い、原三国時代 と三国時代のガラス製作方式をはっきり区分することも可

能である。 しかし、今後韓国でも三国時代にガラス鋳造用土製鋳型が発見される可能性は

十分にあ り、三国時代にこれを使用 しなかったと断定はできない状況である。

③ 使用方式

ガラス製作 と関連 して最 も論議されていない部分が、ガラス封蝸の使用方法についての

問題ではないかと思われる。ガラス姑渦の使用方法 と関連 して注 目しなければならないこ

とは、他の射蝸 とは異なるガラス対蝸の形態的特徴である。ガラス対禍は蓋とセットをな

し、注目が付かず、砲弾形の胴部に尖底や中央に突起が突出した底部をしている。底部が

尖っているために固定するための道具や施設が必要で、注目がないために金針のような道

具で鋳造鋳型に注いで使用するのが難 しい。おそらく底部が尖ってるので、穴を掘って雑

石 と炭を敷いてIH蝸 を動かさずに送風口を設置 し、空気を注入 して使用 したものと推定さ

れる。炉にかけた姑蝸の数量については、固定炉や移動炉に 1個 ないし2個のItl鋼 をのせて

沸かす方法 と、炉の内部に板を設置 してい くつかの孔を穿けておいて多 くの増鍋を沸かす

ものがある6S。

姑蝸のなかには、外面は火の影響を強 くうけていないにもかかわらず、内面

にガラス沈殿物が付着 している状態で確認されるものがあることから、炉に設置せずにガ

ラス製品を加工するための対蝸 も存在 したものと推定される。すなわち、ガラス製作の作

業工程に従って、他の仕事を遂行するための対鍋が存在 したものとみ られる。この点に対

する精密な研究が必要である。
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④ 日本のガラス製作道具

日本において、鈴 ―バリウムガラスの製作 と関連する資料が、福岡市比恵遺跡群第87次

調査SE07出 土ガラス靖蝸 と、加工道具
61で ぁる。大 きさは、最大口径58mm、 高さ42mm、

器壁厚 6～ 9mmで ある。円錐形の胴部に丸い底部をしていて、底部中央に内部に貫通した

直径 5mmの子とが穿けられている。子との内外面に赤褐色、緑色のガラス沈殿物が付着 してい

る。内部にはガラス物質が付着 した土製棒が、底部中央の孔か ら傾いて固着 していた。孔

から熔解 したガラス物質が流れてい く用途に使用 される。ガラス物質が熔解 されると同時

に、周辺に流入する量を棒で調節するものと推定される。弥生時代の鉛ガラス製品は奴国

域、伊都国域 を中心に多数発見されている。これらのガラスは管玉形態が多 く、鋳型が使

用された可能性はかなり低い。須玖五反田遺跡、井尻 B遺跡、弥永原遺隊か らは勾玉が出

土 していて、鉛ガラス鷲蝸はこのような勾玉を製作する時に使用された可能性がある。ガ

ラス物質に姑する蛍光X線分析の結果、鉛―バ リウムガラス (PbO Bao si02系 )であつた。

鉛ガラスは中国の戦国時代か ら漢代に使用された種類のガラスであって、 日本の鉛―バリ

ウムガラスは弥生時代前期末～中期初頭に存在 した。今後、韓国でもこのようなガラス製

作と関連 した資料の発見が期待される。

Ⅳ.ガ ラス製品の生産を通 じてみた古代韓 日の文化様相

l。 韓国におけるガラス製品の生産と流通

韓国の古代ガラスは、大 きく四つに区分される65。

第一は、B,C.2c～ A.D。 2cで、合松里―

茶戸里―郡谷里か ら出土 した、鉛 ―バ リウムガラス (PbO― Bao― Si09系 )である。第二は、

B.C.lc～ AD 5cで、朝陽洞―龍渾洞一石村洞―晋州で主に出土する、カリウムガラス (K20~

Ы02系 )である。第三は、AD.4c以降に、郡谷里―玉田―皇南大塚―新羅古墳―武寧王陵から主

に出土する、ソーダガラス (Na02 CaO Si02系 )である。第四は、A.D.3c以 降に、皇南大

塚―晋州―新羅古墳―弥勒寺l■―松林寺―王宮里で主に出土する、鉛ガラス (PbO―Si02系)であ

る。韓国のみならず、 日本のガラスエ房関連遺跡で対絹 とともに出土するガラスは、主に

鉛ガラスである。王宮里遺跡では、鉛ガラス (PbO Si02系)と ともにソーダガラス (Na20~

CaO~罰 02)も 確認された。特に、原三国時代に多様な形態、色調、大きさのガラスが大量に

出土 した。 しか し、原三国時代の確実なガラス窯址が見つかってお らず、ガラス製品は交

易を通じて中国や東南アジアから輸入されたものとみられている。6。

しか し、ガラス雲珠、ガラス製変形腰侃装飾など韓国でのみ発見されるガラス製品もあ

り、漢沙里遺跡、郡谷里貝塚などでは、ガラス玉を製作するための土で作った鋳型が継続

して出土 している。そ して、7世紀前半の益山弥勒寺址、王宮里遺跡をはじめとする多 くの

遺跡からは鉛ガラスの熔解 と関連 したガラスイ蝸 と蓋が大量に出土 し、ガラス製作が本格
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的になされたものと推定される。結局、鉛ガラス製品が発見される時期から、遅くとも300

年後に鉛ガラス製作 と関連 した対蝸 と蓋が発見される時期がおとずれることになる。そし

て、王宮里遺跡ではソーダガラス玉やソーダガラス片 も少量出土 した。 したがって、韓国

でも原三国時代からガラス製作がなされ、三国時代に宮殿 と寺院を中心 として大量に製作

されたものと推定される。

2。 日本におけるガラス製品の生産と流通

1)弥生時代

日本では、弥生時代から古墳時代にかけて確実なガラス窯址は発見されていないが、ガ

ラス製作 と関連 した勾玉鋳型はH遺跡35点、小玉鋳型は21遺跡45点 出土 している67。
日本の

ガラス玉鋳型に対する研究は、形態分類 と復元実験が主になされている。形態分類は、鋳

型の形態によっておこなわれてお り、復元実験は、実験方法上の問題、過熱する原料 (熱源)、

原料となるガラス、孔用材、送風機、離型剤に対する検討を中心になされている。

日本においてガラス鋳造 と関連する資料は、弥生時代中期 (紀元前2世紀初～1陛紀、ある

いは紀元後1世紀初)初頭頃に、山口県下七見遺跡で確認されている。初期のガラス鋳型であ

る勾玉鋳型の出土は大部分が青銅器鋳型出土遺跡 と一致 し、ガラス製勾玉と青銅器の製作

が並行 しておこなわれていたことがわかる。ただし、ガラス製勾玉生産は青銅器生産の副

業程度であったと推定される。奴国周辺地域では25点 の勾玉鋳型が出土 していて、全体の

70%以上を占めている。特に、福岡県須久五反田遺跡からはガラスltl蝸が出土 していて、勾

玉鋳型 とともに鉛ガラスが検出されている。このような例からみて、弥生後半 (お おむね紀

元後1世紀～3世紀中葉)に、ガラス専門工房 と工人が出現 したものと推定される。

2)古墳 時代

ガラス製作は古墳時代に入 り、勾玉鋳型から小玉鋳型に変化する。このような様相は、

勾玉鋳型と小玉鋳型が出土 した福岡県西新町遺跡で確認される。小玉鋳型は4世紀に北部九

州地域 と関東地方で出現 し、近畿地方では弥生時代 と古墳時代前期の東奈良遺跡や芝ヶ本

遺跡で勾玉鋳型がまず出現 し、小玉鋳型は5世紀後半に開始される。韓半島と近い九州がま

ず先行 し、後に関東でつ くられ、時期差が認められる。特に4世紀中葉に築造された鶴ケ岡

1号墳の墳丘構築土内からガラス製小玉鋳型 2点が出土 していて、孔の中間に孔用材 と推定

される痕跡が確認された。心。これは断面五角形の芯材 と泥質の離型剤からなる。小玉鋳型が

ガラス対蝸 とセットで出土する事例がほとんどないため、素材 となるガラス原料は中国や

朝鮮半島から輸入されたものと推定される。

3)飛 鳥～奈良時代

飛鳥～奈良時代の小玉鋳型はすべて近畿地方で出土 し、例外的に長野県屋代遺跡群で 1

点出土 している。小玉鋳型は、飛鳥池遺跡 と平城京跡で出土 した。平城京跡から出上 した
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小玉鋳型の孔の大 きさはおおむね類似 し、鋳型下面には布 目痕が共通 して確認される。 し

たがって、規格化 された鋳型製作がなされたものと推定され、これには須恵器製作技術が

使用されたものと考えられる。同時に、飛鳥池遺跡か らガラス板鋳型 と推定される遺物が

出土 していて、角ばった粘土板の一方の面の14.2× 14.9cm範 囲を深 さ lcmほ ど彫 りこんで

お り、容積は2100ccである。7世紀後半代には、ガラス原料の日本国内での製作がなされて

いたと推定される。

4)ガ ラス製品の変化様相

日本のガラス製玉類の鋳造技術には、四つの時期が設定できる。 I期 は、弥生時代に該

当し、ガラス勾玉の鋳造がなされた時期である。 Ⅱ期は、古墳時代前期 (4世紀)で、引き

続 き勾玉鋳型が使用 されるが、勾玉鋳造は古墳時代前期に終わる。九州と関東地方を中心

に、ガラス小玉の鋳造が開始される。原料ガラスとガラス鋳型が検出され、石灰ガラスが

使用されていた可能性がある。Ⅲ期は、古墳時代後期 (5世紀末～6世紀)で、近畿地方でガ

ラス小玉の鋳造が開始 される時期である。原料ガラスは石灰 ガラスである。Ⅳ期は、飛

鳥・奈良時代に該当 し、近畿地方と中部地方でガラス小玉の鋳造がなされる時期である。

原料ガラスはⅢ期 と同一で、7世紀後半頃に原料ガラスの生産が開始される。生産されたガ

ラスは鉛ガラスである。弥生時代中期初頭頃に開始されたガラス玉の鋳造は、古墳時代を

経て、歴史時代には素材 となるガラスの輸入は必要なくなる。ガラスの生産は有力者によ

って管理される。

5)古代韓 日におけるガラス製品の生産 と流通

日本におけるガラスをはじめとする鉄器、青銅器、銅器製品の展開過程については、 (1)

製品輸入、 (2)原料の輸入と加工製品化 (第 1次国産)、 (3)原 料の生産と加工製品化 (第 2

次国産)の 3段階が設定されている。9。 一方、技術者 と関連 した問題については、 (1)技術

者 と技術者集団の渡来、 (2)渡 来技術者 と技術者集団と在来人補助者 との共同製作、 (3)

在地補助者の技術習得 と分離独立の3段階が設定され、弥生時代後期後半頃に第2次国産段

階に到達するという説明が提起されている70。

韓国では、日本に比べてガラス鋳造用土製鋳

型の出土量が少なく、時期的にも青銅器時代に該当する遺跡からは出土 しておらず、ガラ

ス鋳造用土製鋳型以外のガラス製作関連道具や靖鋼 も 7世紀以前にはほとんど出土 してい

ない。一方、鉛ガラス対蝸 と蓋は、日本が韓国に比べて若千遅れ、7世紀後半～ 8世紀代に

飛鳥池遺跡、平城京などで出土している。

特に、韓国の弥勒寺址、王宮里遺跡から出土した靖蝸、砥石などガラス製作関連資料が、

日本からもやや発達 した形態で、韓国の資料よりも新 しい時期に出土 している。また、宮

地獄古墳で出土 したガラス板は科学的分析の結果、韓国産と推定され、これと類似 した形

態の板ガラスは益山弥勒寺址、王宮里遺跡からも出土 している。 したがって日本の鉛ガラ
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スの生産は、韓国や中国からの技術伝習によってなされたものと推定される。このような

点からみて、韓国におけるガラス生産は、ガラス製品が伝わった時点から少なくとも200～

300年後に現地製作がなされたのではないかと考えられる。すなわち、鉛―バリウムガラス、

およびカリウムガラスはA.D.2c以 降、ソーダガラスは6c後半～ 7c前半には国内生産がなさ

れ、このような国産技術が 日本にも伝播 したものと考えられる。このような様相は、風納

土城経堂地区9号遺構からガラス玉と鉄針、ガラス滓などのガラスエ房関連遺物が出土 した

様相 と、益山王宮里遺跡を通 じて知ることができる。王宮里遺跡からは、ガラス製作 と直

接的に関連する多様な形態のガラス対蝸が出土 していて、既存の鉛ガラス以外にソーダガ

ラスが確認されている。 したがって、ソーダガラスの製作 も遅 くとも7世紀前半にはなされ

ていたことがわかる。王宮里遺跡から出土 したソーダガラス玉は、顕微鏡分析の結果、内

面に引き延ばすことによって生 じる気泡痕が確認され、 ドローイング (drawhg)技法で製

作されたことが確認されている。

V。 今後の課題

これまで古代韓日の金属・ガラス製品の生産関連施設から出土したlH蝸、ガラス鋳造用

土製鋳型を中心に既存の研究を探 り、これと関連した多様な問題について論を進めてきた。

しかし、古代の金属・ガラス製品の生産と直接的に関連した作業施設は、完全な形態では

ほとんど発見されておらず、金属原料を熔解、製錬 した後に鉾籠に注いで製品を製作する

過程をはじめとして、鉾籠によってつくられた製品を加工 し、最終的な結果物を得るにい

たる過程に対する多くの課題が残っている。このような問題に対する深度ある研究がなさ

れれば、古代東アジアにおいて金属・ガラス製品の生産と流通をめぐる多様な文化様相を

究明することができる。

したがって、既存の研究成果を土台にして、古代韓日の金属・ガラス製品の生産と流通

を究明するために、次のような課題を設定し、今後の研究方向を定めたい。今後の研究は、

金属・ガラス製品の原料獲得、製品の生産、製品の流通に区分してみることができる。

第一に、原料をどこからどのように手に入れ、どのような方式で運搬したのかに対する

問題である。古代の金・銀・銅原料産地の分布相に姑する基礎的な研究とともに、原料産

地と製作場所の間の多様な相関関係に対する究明がなされねばならない。このような研究

は自然科学的分析と併行してなされねばならない。特に、既存の分析データに対する徹底

した検証とともに、新資料に対する分析を通じた総合的な研究が必要である。

王宮里遺跡出土鉛ガラスに対する鉛同位元素分析を通じて、益山地域のガラスについて

は中国産、京畿道富平鉱山という見解が提起されてきた。最近の王宮里遺跡出土靖鍋片、

ガラス片に対する鉛同位元素分析によって、既存の中国華北・華南、日本、韓国京畿道北
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部地域 とも異なる地域の存在の可能性が確認され、国内でガラス原料の採取をともなうガ

ラス製作がなされていたことが明確になった。 したがって、韓国におけるガラス産地究明

のために、工房関連遺跡か ら出土 したガラスに対する自然科学的分析 とともに、方鉛鉱山

に対する基礎的なデータの確保が必要である。

第二に、製品の生産が どのような施設で、どのような道具を用いて、 どのようになされ

たのかという問題である。金生産は、銅製品の生産と密接な関連をもっていて、銅生産施

設 とともに運営されたと推定される。いまだに金を製錬、あるいは熔解 した炉は発見され

ていないが、金lr蝸 は益山王宮里遺跡、扶餘官北里百済遺跡などで出土 している。現在の

金工房の運営か ら、過去の作業内容を類推するほかないのが実状である。そして金生産と

同様に、ガラス製品の製作 と関連 した作業炉が設置された遺構が確認 されていないため、

ガラス鋳造用土製鋳型やガラス姑蝸の使用方法 と、これによるガラス製品の製作過程を正

確に知ることができない。

したがって、金、ガラス製品と製作道具の特性を細か く整理 して、これに射する復元実

験から得 られた資料 との比較研究と検討を通 じて、古代の金、ガラス製品の生産 と関連 し

た多様な課題を解いていかねばならない。特に、遺物の特性を適切に整理するためには、

考古学以外の自然科学的分析、文献の検討など多様な学問の研究成果 と総合化 して研究を

進める必要がある。

金属・ガラス製品の生産と関連 して、細部的にみていかねばならないい くつかの問題点が

残 されている。まず、工房関連遺物を構成要素によって細分 し、製品生産過程から製錬 と

熔解に区分 し、製錬 と熔解をはじめとする作業過程に対する究明とともに、復元実験を通

じた比較研究がなされねばならない。そして、Jtr蝸 形態 (砲弾形/平たい鉢形、底部形態の差異、

注入回の製作技法の差異、大きさの差異 (15cmが基準))に よって、作業内容の差異を説明でき

るような方法を研究する必要がある。同時に、対蝸と製品との関係 も説明せねばならず、

黄銅における亜鉛の意図的な添加があったのかどうかについても確認しなければならない。

また、対蝸の色調、および表面物質によって使用程度、あるいは回数を究明し、表面の金

鉗痕跡と関連した作業道具についても説明しなければならない。床面に石を敷き、砲弾形

Jtr鋼 を立てて使用する資料が慶州東川洞で確認された。その形態が王宮里で確認された資

料と類似することから、使用方法に対する論議を進展させねばならない。同時に、靖蝸の

胎土の差異が地域的な特殊性であるのか、他の技術的意味を内包しているものであるのか

についても究明せねばならない。さらには、慶州皇南洞376番地、扶餘官北里百済遺跡のよ

うに土器を再利用した対蝸の使用問題も究明せねばならない。最後に、銅lr蝸 の蓋と推定

される資料が、王宮里遺跡をはじめとして日本の飛鳥池遺跡、山田寺出土品に確認されて

いるが、蓋の機能が何であるのかについての究明が必要である。
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第三に、製品をどのような集団が使用し、製品や製作技術がどのような過程を経て、ど

のように他の地域に伝達されたのかという問題である。工房の性格によって製作される

金・ガラス製品の構成、あるいは製作技法も異なったと推定される。一般的に小規模な宮

中工房から官営工房になるにつれ、大形化し、再び私営工房 として発展 しながら多様化、

専門化がなされたようにみられる。三国時代の工房は、大部分が国家による専門的な工人

集団によって運営された宮中工房、あるいは官営工房とみられる。したがって、工房の性

格による金・ガラス製品の生産をめぐる内容が、どのように多様に現れたのかについて究

明し、古代工房の存在、および運営原理に接近していかねばならない。

古代の技術文化は、周辺地域との文化交流を通じて、さらに発展していく。したがって、

古代金属・ガラス製品の生産、流通に関連する資料の限界を克服するためには、すでに調

査された資料に対する徹底した分析 。研究と、新 しい資料に対する不断の調査のみならず、

根本的に古代東アジアにおける金属・ガラス製品の生産と文化交流という大きな枠の中で

理解する概念体系と調査研究が必要である。同時に、金属・ガラス製品に対する考古 ,自 然

科学的総合的研究を通じた資料に対する徹底した調査とともに、金属・ガラス製品に対す

る復元実験を通じて得られた結果を比較して分析する作業も並行されねばならない。
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第2図 扶餘官北里百済遺跡ナ地区の工房関連施設と遺物

① ナ地区工房関連施設 ②炉施設 ③金銅光背

第 3図 扶餘陵山里寺l■ の工房関連施設と遺物

①～②工房址全景 ③ 出土遺物

第1図 扶餘涸洸都城工房関連遺跡配置図
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第4図 益山王宮里遺跡の工房関連施設と遺物

①工房廃葉址 ②焼土廃葉址 ③焼土溝 ④工房関連建物址 ⑤焼土廃棄址内のlH蝸密集状況
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第6図 慶州東川洞781番地青銅工房関連施設
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第 7図 飛鳥池遺跡の工房関連施設と遺物
①遺跡遠景 ②南側地域 ③遺構配置図 ④工房関連建物址 ⑤ 出土遺物
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第 8図 韓日の金対蝸と金製品類
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Present ConditiOn孤 ld Subiect ofResearches Related to Metal and Glass

Artefacts Producdon ofAncient Tilnes in Korea alld Japan i

Focusing On Crucibles alld Glass Casts

Jeon Yong IIO

Abstact:It has been uncovered a � v casts made to metal and glass artettts which dated

とom he Bronze Age tt bun』 and semement sitts.HOwever,it has been rarely discovered

workshops manufactu� ng the precious metal products. Researches to ancient production

WSttmS have concentrated on he analysis to art前 随ts,hus it has been praciced few analysis

to structural layouts and operational systems to production facilities,Nevertheless,a few

ancient workshops,such as the Crwanbuにri site and the Neungsan― ritemple site in Buyeo and

he lVanggung ri site in lksan dated to Sabi phase in Baekiae,and a number of manufac伍 五ng

equipments including gold,bronze and glass meling potslcrucible)have discovered in Korean

peninsula.In add� on,a vattety ofwOrkshops and manufactttttng equipments,such as he Aska

ike(飛鳥池遺跡)site dated to the 7th‐ 8い AD, have been excavated in the Japanese

archipelago.These sites and artefacts make it pOssible to investigate various cultural patterns

to ancient lnetal production system.The technological level in the prehistonc and historic

period was developed by he cultural exchange wlh neighbOu� ng areas.In this context,to

cope �th tte hmit of data to he producion and distributton system of ancient metal and glass,

besides through analysis to data itselt it is necessary to framework、 vhich includes the

producdon of metal and glass ittms and he culturtt exchanges �hin ancient easttrn Aβian

wond syStem.In addidon,he result to restoradon expenmentt to metal and glass artefacts

should be compared with he archaeological and sciendic invesigation to lnetal and glass

products.

Keywords:WIetal,Glass,clucible,Glass cast,Workshop,Production,Distribution,Cultural

exchange,Restoration expenment
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